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議案の題目 

 

 

 

 

 

開 議 午前１０時０２分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会議録署名 

議員の指名 

議長は、会議録署名議員に次の３名を指名した。 

１番 髙 坂 隆 雄 議員 

２番 田 中 正 一 議員 

３番 平 野 敏 彦 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（袴田光雄君） 

 

 おはようございます。 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 ご着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

佐々木議長  おはようございます。 

 私のほうから、会議に入る前に、きのうの議事進行に対しまし

て若干の不手際がございまして、理事者側、答弁者側、また一般

質問の方に多少のご迷惑をおかけいたしました。 

 それから、きょう皆さんにお願いしたいことは、これから予算

審議、補正等がありますけれども、款項目に従いまして明確に、

何款の何項の何目のどこというように、ページ数を示しながら質

問をし、スムーズな議会運営にしたいと思いますので、ご協力を

お願いいたします。 
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 それでは、おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しております

ので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午前１０時０２分） 

 

 佐々木議長 

 

 追加議案について報告しておきます。 

 去る３月８日、木ノ下小学校第２体育館建設工事にかかわる入

札が執行され、工事の請負について落札となりますので、契約締

結について１件の追加提案をしたい旨の申し出がありました。よ

って、追加提案書を事前に配付しましたので、ご了承ください。 

 なお、追加提案書の取り扱いについては、15日の最終日に追加

日程としてお諮りしたいと思いますので、ご了承願います。 

 

議事日程報告 佐々木議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

 佐々木議長  日程第１、報告第１号、専決処分の承認を求めることについて

を議題といたします。 

 本件は、平成２４年度おいらせ町一般会計補正予算（第５号）

について承認を求めるものであります。 

 当局の説明を求めます。 

 財政課長。 

 

当局の説明 財政課長 

（橋本 章君） 

 報告第１号につきましては、去る１月２５日付をもって専決処

分しました平成２４年度おいらせ町一般会計補正予算（第５号）

について報告し、承認を求めるものであります。 

 その内容につきましては、１月の降雪に伴いまして、除雪経費

を補正する必要が生じましたことから、歳入歳出それぞれ２，０

００万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１０１億３，

３９６万６，０００円としたものであり、地方自治法第１７９条

第１項の規定により専決処分いたしたものであります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 
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 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出全款についての

質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから報告第１号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 佐々木議長 

 

 日程第２、報告第２号、専決処分の承認を求めることについて

を議題といたします。 

 本件は、平成２４年度おいらせ町一般会計補正予算（第６号）

についての承認を求めるものであります。 

 当局の説明を求めます。 

 財政課長。 

 

当局の説明 財政課長 

（橋本 章君） 

 それでは、報告第２号についてご説明を申し上げます。 

 報告第２号につきましても、去る２月２５日付をもって専決処

分しました平成２４年度おいらせ町一般会計補正予算（第６号）

について報告し、承認を求めるものであります。 

 その内容につきましては、予算補正後におきましても、予想を

上回る降雪が続いたことに伴い、除雪経費を補正する必要が生じ

ましたことから、歳入歳出それぞれ１，５００万円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ１０１億４，８９６万６，０００円

としたものであり、地方自治法第１７９条第１項の規定により専

決処分いたしたものであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 
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 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出全款についての

質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 この専決が立て続けにされております。地方自治法の一部を改

正する法律については、平成２４年８月２９日参議院本会議で賛

成多数により可決成立し、９月５日に公布されております。これ

からいきますと、専決処分については、内容的に見ますと、副知

事、副市長さんというのをこの専決処分の対象から除外するとか、

それから条例、予算の専決処分については、議会の権限を認める

ような改正になっています。今のこの除雪の部分について、予想

しなかったというふうなことでありますが、私はマスコミ等から

いけば、まだまだ津軽、そういうふうな部分では豪雪が予測され

る天気予報、そういうふうなものでも予測されたわけであります

が、こういうふうな形で専決をする状況が、町の状況そういうふ

うなものを、やはり議会とも確認しながら、対策とかそういうふ

うなものを、意見をもっと徴する機会を設けるべきではないのか。

ただ除雪すればいい、予算をとって除雪すればいいというふうな

考え方では私はないと思います。やはり地域の声を、いろいろな

形で議員の声を吸い上げながら対策を立てる、予算を措置する、

そういうふうな方法というのはしかるべき方法だと思いますが、

この辺について答弁願います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 議員今、地方自治法の一部を改正する法律案の専決のところを

例示しまして、専決のあり方ということに触れたわけですけれど

も、確かに自治法の中で、そういうふうな要件がちゃんとうたわ

れているということでありますし、私どもとしてはそれに沿って

やっているつもりでございます。幾ら今回の地方自治法の改正が
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それに及ばなかったとしても、除雪ということについては、これ

はやっぱり緊急を要してとして半ば災害に近いものというふうな

捉え方をして、一刻も早く住民の要望に応えなければならない、

そして内部処理をきちんとしなければならないということを考え

れば、従来のやり方でいいのではないのかと。もちろん、ちゃん

と専決処分という本来のもののあり方というのは念頭には置いて

おりますけれども、そういうふうなことで遂行しているというこ

とでございます。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 私は、今副町長が答弁しましたけれども、その考え方で瑕疵が

ないような言い方をしていますが、私はそうではないと思います。

なぜこういうふうな形で補正をするについても、議会の声を聞く

場を設けないのかというふうなことを言っているわけです。私は、

今のこの中で、例えば高齢者世帯につながっている道路、寝たき

り、そういうふうな部分の除雪の要望とか、そういうふうなもの

を吸い上げる、そういうふうな議会から声を発する、そういうふ

うな場があるのとないのでは全然違います。救急車が入れないよ

うなところは除雪になっていないところがあるんです。そういう

ふうなものをちゃんとこういうふうな機会、議会の場で声を吸い

上げればいいのではないですか。私は介護福祉課長なりそういう

ふうなものが、町内のここが、この世帯がこういうふうな人がい

て、もし何かあったときにはこの路線をやってくれというふうな

ことで要望していますか。地域整備課長、聞いていますか。私は

そういうふうなものが、情報として出ていってやることによって、

町長の言う町民目線の行政が進むと思います。私が聞いているの

は、そういうふうな意味です。別にその専決の部分を言っている

わけではなくて。町長どうですか。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 平野議員の言っていることは、今まではしてこなかった部分も

あるのかなという気がしておりますし、また慣行的にもう毎年の

ごとくやってきていたでしょうし、また予算としてもこの地区に、
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おいらせ町にこんなにも過去に例のないほどの除雪費を使うよう

な雪が降ろうとは、恐らく予想だにしなかったということで、こ

ういうふうに２回の補正になったのかなと思っております。ただ、

議員の方々に相談をかけろというご意見ですけれども、議員の

方々にたびたび、２回例えば補正予算専決しなければならない、

来てくださいと言った時点で、逆に迷惑をかけてしまう、こうい

うことまで我々を呼ぶなというようなご意見もないのかなという

気もしておりますし、若干担当者も遠慮した部分もあったのかな

と思いますし、また先ほど障害者あるいは体の不自由な方々の、

お年寄りとかの、救急車が入れないところもあるんだよというよ

うなご指摘もありますので、それはそれとして、議員だけではな

く、町内会長さんあるいはその地区の民生委員の方々と相談しな

がら対応していければいいのかなという気がしております。本当

に議会を開くいとまがないときには、専決という権限というんで

すか、そういうことを判断できるということもありますので、も

し議員の方々がそのたびに呼びかけしたのに来てくれる、こんな

ことまで要らないよというような意見がなければ、その都度呼び

かけてもいいし、またそれでさえも間に合わないときは、やはり

専決という手段を選ばなければならないときもあろうかと思いま

すので、その辺はこちらのほうでよく判断をしながら、また議員

のご指摘も伺いながら、今後は努めていきたいと思っております。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 お答えをいたします。 

 高齢者のお話がございますけれども、今のところデータその他

ございませんので、やってございません。ただ、吹きだまり対策

のときは、そういった一軒家、その他離れたところはやるように

しています。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ことしは、町長が言うように予想を超える積雪量というふうな

のは、今３月になってもまだ残っている状況を見ても、それはわ
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かります。ただ、やはり除雪の路線が固定化している部分と、今

町長が言ったような民生委員とかそういうふうな部分からの声

を、どういうふうな形で反映させるのか。私は、介護福祉課長の

ところで、その持っているデータを開示しながら、名前は別にし

ても、路線の中でここのポイントを、横の連絡を密にして体制を

つくることによって、やっぱり行政との地域の信頼関係というの

は生まれてくると思うんです。何回電話しても来ない、やっても

らえない、そういうふうな不信感が、いろいろな意味で行政との

乖離が生まれるわけですから、私はそういうふうな意味では、介

護福祉課長に要望しておきますけれども、やはり自分のところで、

町長が言っている町民目線で見たときに、ここの地域、ここの部

分については地域整備課長のほうに情報提供しておくとか、そう

いうふうな心構えがぜひあってほしい。やっぱり、他の課長も同

じですけれども、町長が言っているその横の連携、そういうふう

な職員のつながり、そういうふうなものが私は希薄ではないかな

と思います。そういうふうな意味では、介護福祉課長の持ってい

るデータの横の連携のとり方、今後の対応をちょっと一言答弁い

ただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 それでは、お答え申し上げます。 

 今平野議員に言われました後に、大変胸に刺さるようなものも

ありました。うちのほうとしては、これまで軽度生活援助という

ふうなことで、本当に歩行できる程度のそちらのほうの雪かき等

のサービスを委託してやっているんですけれども、そういった救

急車等が入れないような道路というものを、今後もう一度点検し

て、チェックをして連携をとって、地域整備課とのそういった除

雪に対応してまいりたいなと思っております。 

 

 佐々木議長  他にありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから報告第２号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 佐々木議長  日程第３、諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田 隆君） 

 諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについてご説明申し上げます。 

 本案は、現在の人権擁護委員であります金田卓也氏が、本年６

月３０日をもって任期満了となることから、次期の委員候補者と

して苫米地善敬氏を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３

項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

 苫米地氏は、平成２０年６月に下田郵便局長を最後に退職され

るまでの４０年間にわたり、郵便局員として地域に密着した職務

に励まれ、地元住民から高い信頼を受けてこられました。また、

平成２２年４月からは、行政推進委員として地域の発展と住民の

相互の親睦に中心的役割を果たし、現在に至っております。 

 同氏のご経歴、温厚篤実な人柄は、人権擁護委員として適任者

であると存じますので、何とぞ皆様満場のご同意を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 この際質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本件についての質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから諮問第１号について採決をいたします。 

 本件は、これを適任とすることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件については適任とすることに決しました。 

 

 佐々木議長  日程第４、議案第１号、おいらせ町教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、議案第１号についてご説明申し上げます。 

 本案は、現在の教育委員会委員である武田昭子氏が、本年６月

８日をもって任期満了となることから、後任に松林正幸氏を任命

いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 なお、同氏は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第４項に定める保護者枠として選任するものでありまして、さ

らには地元小学校ＰＴＡ会長を初め、郡や県の連合ＰＴＡ役員等

も歴任されており、保護者の立場としてはもちろんのこと、その

識見と経験から、教育委員会委員として適任者であると存じます

ので、何とぞ皆様満場のご同意を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 １番、髙坂隆雄議員。 

 

質疑 １番  若干の質問をいたしたいと思います。 
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（髙坂隆雄君）  まず、教育委員会の役割について、それから委員の職責につい

てをお尋ねしたいと思います。あわせて、構成員がどういうふう

になっているのかお知らせください。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 教育長。 

 

答弁 教育長 

（袴田健志君） 

 お答えをいたします。 

 まず、職責ということでありますけれども、私ども事務方とし

て、町の学校教育、社会教育及び社会体育と、これらの事業につ

いてのご意見を広く求めるというところがまず第一義かと思って

おります。また、いろいろな教育課題についてご意見を賜ると、

そういう職責が教育委員の、そしてこの委員会の責務であると私

は認識しております。 

 また、委員の構成については、町の場合は５名以内ということ

になっておりまして、現在５名で構成されておりまして、以上で

よろしゅうございますでしょうか。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

 ありがとうございました。役割と委員の職責、わかりました。 

 そこで、この方についてでありますが、この方の職業は現在基

地従業員ということでありますが、その中での職業は何なのかお

知らせください。あわせて、その職場での地位はどうなのかもお

知らせください。 

 教育委員会に就任の場合は、会議に出席することになると思い

ますが、その際多分仕事を休んでの会議出席かと思いますが、そ

の辺は大丈夫なのでしょうか。ある意味においては、教育委員と

いうのはもちろん識者であって人格者であると思うんですが、こ

の地元においての評価としまして、例えばＰＴＡ関連以外に地域

での活動状況はどうなのか、その辺もお知らせください。例えば、

町内会活動または消防活動含める防災活動等であります。 

 

 佐々木議長  １番、人事案件につきまして、プライバシーにかかわる問題と
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かはお答えできない部分が多数あろうかと思いますので、その辺

をお含みの上、ご質問願います。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

 はい、わかりました。プライバシーに関するところは当然結構

であります。それから、答えられる範囲でお答えいただきたいと

思います。というのは、やはり同意するに当たっては、その方の

ことをわからないと何とも言えないと思いますので、お尋ねをし

ております。 

 私は、学歴や職歴のみでその人物を判断するのはどうかと思っ

ておりますが、しかしその人を知る上では一つの判断材料となる

のは確かであります。中学生の高校進学を考えた場合に、希望し

た高校に５点、１０点足りずに別の高校を選択する生徒もおりま

す。何が何でも進みたくて猛勉強して点数を伸ばして希望をかな

える生徒もおります。入試で５点、１０点、２０点伸ばすのは、

生徒にとっては相当大変なことと理解をしております。学校の現

場では、そういう生徒の指導を、大学で専門の知識を身につけた

資格を得た教員が日々ご苦労されております。町教育委員会は、

町内の小中学校の現場を中心に、町の教育界全般にわたって高い

見識のある５名が指導、助言を行うことが役割だと思います。今

回の委員選任に当たって、同意できるかどうかを私自身が判断す

る上で必要でありますので、質問をいたしました。 

 もう一つ確認をいたします。この方は、木ノ下小学校のＰＴＡ

会長でありますので、当然ご存じのことと思いますが、スポーツ

少年団木ノ下小学校野球部に津軽の鰺ヶ沢から３名の児童が入部

して活動していたということを伺っております。それが事実なの

かどうか。そして、だとすると、そのことについてどういうふう

にお考えになっているのかもお聞きしたいと思います。 

 

 佐々木議長  暫時休憩いたします。 

  （休憩 午前１０時２７分） 

 佐々木議長  休憩を取り消し、会議を再開いたします。 

  （再開 午前１０時２８分） 

 佐々木議長  …………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………
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……………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………… 

答弁をさせます。 

 総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（松林由範君） 

 それでは、答弁できる部分についてお答えをいたします。 

 まず、町長から指示を受けまして、今提案いたしました松林氏

ご本人に、必要な職歴、団体歴等を教えていただいて、この議案

書をつくったわけでございますが、その際に、当然職業を持ちな

がら日中の開催ということでございますので、教育委員会という

のはこういう形でやりますよと、大丈夫ですかというのは確認を

して、それは大丈夫ですということのご了解を確認をしておりま

す。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  教育長。 

 

答弁 教育長 

（袴田健志君） 

 後段のところの、この松林氏のかつてＰＴＡ会長であった木ノ

下小でのスポーツ少年団活動の野球についての、今議員おっしゃ

ることは承知いたしておりますが、この議案の審議とか質問の中

でお答えする内容ではないと承知いたします。したがって、その

件についてお知りになりたいのであれば、別の場面でお答えはで

きます。ここでは控えさせていただきます。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

 答えられる範囲でお答えをいただいたと、こう理解します。た

だ、プライバシーに関したことを私はお尋ねしたつもりはありま

せん。せめてその職場のお仕事内容、要するに職業、それから地

位ぐらいはお答えできるのかなと、こう思いました。 

 それから、スポ少の件につきましては別の機会にということで

すから、別の機会にやはりやっていきたい。というのは、教育委

員会になられた場合には、教育委員会の先ほどの役割の中では、

学校教育、社会教育、体育教育があるということで、確かに小学
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校の活動、部活動ではなくスポ少だよとありますが、ではスポ少

のその指導はどこが管轄するのかとなった場合に、教育長がお答

えになったように、体育教育等になると思いますから、いずれそ

の辺は確認をしていきたいと思います。 

 なぜこういう質問をしたかというと、先ほど言ったように、私

が同意できるかどうか判断する上で、やはりその人物なり、また

どういう考え方をしているのかを確認しなければ、私が判断でき

ないと、こういうことでした。 

 ありがとうございました。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 私は、松林正幸氏の個人的な部分、今の提案の個人的な部分に

ついては異議はありません。ただ、今議長が言った、その提案さ

れた人のプライバシーとか、それから人権にかかわる、否決され

ればというふうなことですが、議会の同意を求めているわけです

から、我々は意思表示をする議員として提案されているわけです。

ですから、前にも同意が得られないのがあったのではないですか。

私は、こういうふうに名前が出てくるということは、前もって当

局側が調査をして説明資料を作成して、議会の同意を求めている

わけですから、私はやはりその中で、今髙坂議員が言っている、

ここまでは答弁できる、ここはこういうふうな部分でできますよ

というふうな形で答弁して、私は差し支えないのではないかと。

それから、個々の否決されれば名誉にかかわるようなことを言い

ますけれども、それだったら提案できないのではないですか。そ

ういうふうな個人的なことを考えれば、私はそう思いますよ。で

すから、議会の同意を求めるために松林正幸氏を提案しているわ

けですから、その中で、やはりいろいろな意味でのデータ、資料、

そういうふうなものを補足されることによって議員が判断をし

て、同意をする、同意しないというふうなことで意思表示をする

わけですから、私はさっき議長の言ったところがちょっと意味が

理解できません。そういうふうな意味では、質問していろいろな

形で議論して、同意をするというふうな形でもっていかなければ、

私はおかしいのではないかと思います。 
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 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 今の人事案件で、議運の委員長として議会を混乱させたくない

ために、議長に要望します。 

 今平野議員が言いました、前にも私も長年議員をやっておりま

すので、否決された人事案件、けっこうありますよ。それは、や

っぱり本人の人柄、識見等々があろうかと思います。町長がよし

として提案しても、やはり１６人の議員の皆さんは、この人はふ

さわしくないよという判断のもとで否決されることもあります。

ですから、今議長がさっき言った発言は、私は取り消してほしい

と、こう思います。 

 

 佐々木議長  はい、わかりました。 

 では、先ほど申し上げました、合併前の話は取り消します。 

 ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 １番、髙坂議員。 

 

討論 １番 

（髙坂隆雄君） 

 討論をいたします。 

 先ほどの質疑の中では、スポ少の件は後日ということにいたし

ました。木ノ下小学校野球部の後援会長を私もかつてやったこと

があります。当時から思っていました。一生懸命活動する、結果、

成績を残す、したがって現在も非常に強くております。広報にも

こういうふうにでかでかと載るくらい、県優勝なりまたは全国大

会進出なりあります。かつて私の息子も県優勝させてもらったと

きがありました。非常に結構なことではありますが、やはり子供

が成長する過程においては、心身ともに成長期でありますので、

余り無理があってもよろしくないなと思うのは、当時からの私の

考えでありました。その程度というのは、人によってさまざまな

んですが、どこかでやはりアクセルがあればブレーキがあるとい
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うようなスタイルは、当然必要かなと思っております。 

 したがって、今回の人事案件、教育委員に同意されると教育委

員になってしまうわけです。なってしまうと、どういう考え方を

しているかによって、先ほどの学校教育、社会教育、体育教育、

多くの分野に影響が出るものと思います。したがって、私は今回、

先ほどの答弁内容では不十分と考えますので、反対いたします。 

 採決は投票でぜひお願いしたいと思います。 

 

 佐々木議長  ただいま、１番議員より反対討論がありました。 

 賛成討論ありませんか。 

 １４番。 

 

討論 １４番 

（松林義光君） 

 髙坂議員は、自分の考えをお話ししております。私も木ノ下小

学校の野球部の後援会の初代監督であり、現在顧問をしておりま

す。髙坂さんも後援会長のときにも、私も顧問をしておりました。

子供さんは一生懸命野球に打ち込んでおりました。いろいろその

後援会に問題はあるかもしれませんけれども、現在親御さん、子

供さん方、一生懸命頑張っております。そういう中で、松林正幸

さんは、木ノ下小学校のＰＴＡ会長、この経歴を見ますと、郡、

県の役員もやっておりますので、私は完全無欠な方は、この世に

は１人もいないと思います。欠点はあって当然かと思いますので、

私は道端で会うこともあります、教育委員の話も聞きましたので、

仕事のほうは大丈夫ですかと聞きましたら、基地、仕事を休んだ

場合は無給になりますと、給料はもらえませんけれども、もしそ

の機会があれば、教育委員として頑張ってみたいというふうなお

話をしておりましたので、私はこの人事案件に、本人の頑張りを

期待して同意、賛成討論といたします。 

 

 佐々木議長  １５番、馬場正治議員。 

 

討論 １５番 

（馬場正治君） 

 私も、松林正幸氏適任として、賛成討論させていただきます。 

 私は、民間の損害保険会社勤務当時に、木内々小学校ＰＴＡ会

長、そして旧下田町連合ＰＴＡ会長、上北郡連合ＰＴＡ副会長を

やらせていただきました。５年間ＰＴＡ活動にかかわりまして、

ほぼ松林正幸氏と同じＰＴＡ活動をしたと思っております。その
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際に、町の連合ＰＴＡの会議を木ノ下小学校を会場に開催したこ

ともあります。理事者側のほうにも、その際下田小学校ＰＴＡ会

長であった堤課長とかおられました。日中の会合のときは、当然

私は民間の企業に勤務していましたので、有給休暇を申請して出

ていたわけです。この松林正幸氏が、町の教育委員、保護者枠と

して受けるということは、当然ながらそういったことも可能であ

るから受けるということだと思います。そして、私はここ数年、

木ノ下小学校の大運動会にも顔を出させていただいております。

彼がＰＴＡ会長在任中でございます。まことに見識あり、保護者

の代表としては教育委員としてふさわしいと私は見ておりますの

で、賛成したいと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １３番、西舘秀雄議員。 

 

 １３番 

（西舘秀雄君） 

 議事進行にかかわる発言であります。 

 反対討論、賛成討論出ましたけれども、発端はやっぱり町長み

ずから、根回しという言葉はよくないと思うんですけれども、私

にしても旧下田のＰＴＡの役員、この経歴を見て立派な方だなと

思います。ただ、事前にきちんとした説明がなかった、大方の議

員がそう感じているのではないでしょうか。ということで、議長、

採決に入る前に、暫時休憩を求めたいです。（「異議なし」の声あ

り） 

 

 佐々木議長  暫時休憩いたします。 

  （休憩 午前１０時４１分） 

 佐々木議長  休憩を取り消し、会議を再開いたします。 

  （再開 午前１０時５５分） 

 佐々木議長  先ほど投票の声がありました。これに賛同の方は挙手願います。 

  （賛成者挙手） 

 佐々木議長  （「投票だべ」「投票とあれだったら投票が優先でしょう」の声

あり） 

 投票が優先します。２名の同意者があれば投票が優先します。 

 それでは、準備もありますので、暫時休憩いたします。 

  （休憩 午前１０時５５分） 
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 佐々木議長  休憩を取り消し、会議を開きます。 

  （再開 午前１０時５９分） 

 佐々木議長  議案第１号の採決については、無記名投票で行います。２人以

上の発言がありましたので、無記名投票で行います。 

 なお、議場の出入り口を閉鎖してください。 

  （議場閉鎖） 

 佐々木議長  ただいまの出席議員数は１５人です。 

 次に、立会人の使命をいたします。会議規則第３２条第２項の

規定によって、立会人に４番、 山 忠議員、５番、日野口和子

議員を指名いたします。 

 投票用紙を配付してください。 

  （投票用紙配付） 

 佐々木議長  なお、本案に賛成の方は「賛成」、反対の方は「反対」と記入願

います。 

 なお、投票中、賛否を表明しない「白票」及び賛否が明らかで

ない票は、会議規則第３４条の規定により「否」と見なすことに

なっております。 

 配付漏れはありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  それでは、投票箱の点検をいたします。 

  （投票箱点検） 

 佐々木議長  異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、順番に投票願

います。 

  （投 票） 

 佐々木議長  投票漏れはありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 ４番、 山 忠議員、５番、日野口和子議員、開票の立ち会い

をお願いいたします。 

  （開 票） 

 佐々木議長  開票の結果を報告いたします。 
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 投票総数１５票、有効投票１５票です。 

 有効投票のうち 

 賛成１１票、反対４票 

 以上のとおり、賛成が多数です。よって、議案第１号は原案の

とおり可決されました。 

 議場の閉鎖を解いてください。 

  （議場解鎖） 

 

 佐々木議長  次に、日程第５、議案第２号、おいらせ町移動等円滑化のため

に必要な町道の構造及び特定公園施設の設置に関する基準を定め

る条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第２号についてご説明申し上げます。 

 本案は、第２次地域主権一括法による高齢者、障害者の移動等

の円滑化の促進に関する法律改正に伴い、これまで国が一律に法

令等で定めていた移動円滑化のために必要な町道の構造の基準及

び特定公園施設の設置に関する基準等を、条例で定めるものであ

ります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 １２番、柏﨑利信議員。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 本条例の第１９条に、障害者用の駐車施設と、こうございます

けれども、その中でもって１９条の２、障害者用駐車施設の数は、

自動車駐車場の全駐車台数が２００以下の場合にあっては当該駐

車台数に５０分の１を乗じて得た数以上とし、全駐車台数が２０

０を超える場合にあっては当該駐車台数に１０分の１を乗じて得

た数に２を加えた数以上とするものとする。とこうなっています

が、町が管轄をしている駐車場の中において、全てこれを満たし

ているものなのか。どうも本庁舎の中でも、障害者用の駐車場と



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２１－ 

いうのは極めて少ないような気がいたしておりますが、その状況

は現在はどうなっているのか。あわせて、この条例の施行の月日

というのはいつなわけでしょう。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、第１点の駐車場の把握については、全て把握はしてござ

いません。これからのお話でございます。それから、このように

はまずなっていないと、昔こういう基準そのものがなかったもの

ですから、ということです。 

 施行は４月１日ということになります。 

 

 佐々木議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 現在、当局では実態を把握できていないというふうなことでご

ざいます。それが４月１日から施行するというふうな状況だと、

極めて町の対応というものはいかがなものかと、そのように感じ

ざるを得ません。さまざまな条例の改正とかでございますが、せ

っかく町が我々との間で全員協議会とか、そういったものも開い

ているわけでございますから、その条例の中身等についても、も

っと細やかな説明というものがなされれば、本会議における質問

も減るかと思いますが、通り一遍の説明、そして何か形どおり、

中身に一切踏み込まないような、こういった事例がございますと

か、具体的な事例を一切引き合いに出すことなく説明が終わって

います。非常にまずいことだと思います。ですから、今担当課の

課長が答弁をされましたけれども、わかっていないのにこの条例

を通せとかなんとかというものは、極めて遺憾に思います。ただ、

これについて、私は投票などなんていうことは申し上げませんが、

ただ、この条例をきちんと施行していく上にあっては、町当局も

これに沿った形で整備を進めていくのが本筋かと思いますが、そ

のあたりの心意気のほどを、あと何日もございませんので、きち

んとした答弁をしてもらいたいと、そのように思います。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 
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答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 ありがとうございます。 

 まず、法令そのものは一括法でできたものですから、とにかく

以前のものはそのままと。これからつくるものは、とにかくこの

条例に基づいてやっていくと。以前にどうしてもこの基準から相

当離れるものがあれば、何とか直していきたいというふうに考え

ています。 

 以上です。（「了解」の声あり） 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  日程第６、議案第３号、おいらせ町公共下水道の構造の基準を

定める条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第３号についてご説明申し上げます。 

 本案は、第２次地域主権一括法による下水道法改正に伴い、こ

れまで国が一律に法令等で定めていた公共下水道の構造の技術上

の基準等を条例で定めるものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 
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 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  日程第７、議案第４号、おいらせ町道の構造の技術的基準を定

める条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第４号についてご説明申し上げます。 

 本案は、地域主権一括法による道路法改正に伴い、これまで国

が一律に法令等で定めていた道路管理者が新設または改築する場

合における町道の構造に関する基準等を条例で定めるものであり

ます。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４号について採決をいたします。 
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 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第８、議案第５号、おいらせ町道に設ける道路標識に関す

る基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第５号についてご説明申し上げます。 

 本案は、地域主権一括法による道路法改正に伴い、これまで国

が一律に法令等で定めていた町道に設ける道路標識の寸法に関す

る基準等を条例で定めるものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番平野です。 

 この条例制定によって、今度町がその基準を定めたことになる

わけですが、そうすると、この標識表示というのは、標識とかそ

うふうなものというのは、町がつくって標示するというふうなこ

とですか。例えば、国道、県道、町道、農道とあるわけですけれ

ども、この辺の標識の設置の仕方、予算の裏づけ、この辺につい

てお伺いします。 

 

 佐々木議長 

 

 地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、基本的には、これまでも町で、町道分、県道分、国道分

ありますので、それぞれの道路管理者が行うということでござい

ますので、これまでも実施していますので、それは変わりません。 
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 佐々木議長  ３番いいですか。 

 ほかにありませんか。 

 ８番、沼端 務議員。 

 

質疑 ８番 

（沼端 務君） 

 １点だけちょっと。法的、条例的な中身が云々ではない、国か

ら町のほうにこの標識の設置もある程度義務づけられての条例整

備だと思っています。そこで、これが整備されることによって、

町道に対する標識、看板等の大きさとかも許されるという部分で

す。ということは、その立てる場所、その部分でも配慮ができる

のかなという認識です。例えば畑地、要するに田んぼとか畑、あ

とは北部、いろいろなところでもあるではないですか、その町道

という部分になったときに、畑のど真ん中に例えば立つ標識も中

にはあるではないですか、今まで町のほうでわからないうちに、

例えば警察のほうに来て標識立てるとかということがあるのかな

という、その部分では町がわかることに、条例整備することによ

って、配慮できながらちょうど邪魔にならない位置に立てられる

のかなというのも可能かなというものの確認です。実は、こうい

うのは、畑においてよく、今農業機械も大型化していると思いま

す。それで、要するに歩道とその境がぎりぎりではないですか。

その部分で、多少やっぱり畑のど真ん中に立つよりは、邪魔にな

らない考え方で立てられるのかなという部分で、今確認したいと

思います。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、問題なのは、公安委員会の標識については、手前ども町

とすれば、何もお話しできる機会がないということでございます。

町の分については、案内標識その他でございますので、なるべく

敷地を借りてでも、邪魔にならないような位置にしたいというふ

うに考えています。よろしいですか。 

 

 佐々木議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（沼端 務君） 

 要望で終わりたいと思いますが、まずもって、当町日ヶ久保地

区、今思えばちょうど洋光台団地に上がるところと、深沢のほう
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に行く幼稚園側のあそこの３差路、何年か前にたしか３差路を改

良して、ガードレールとか、それに伴って標識も立てたはずです。

その部分では、意外と何もなくいきなりぼんぼん立ったなという

部分があったものですから、少し配慮もあってもいいのかなとい

う部分で、今話しました。以上、あとそういう部分では配慮でき

る部分がありましたら、地形そのものはやっぱり地元の職員の皆

さんがわかっていると思いますので、ここはよく見やすいところ、

当然標識ですから、皆さん見やすいところと考えるべきであるも

のであるし、がしかし、利用するその地形に合わせてうまく配慮

してくれる、それをお願いして終わります。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 ６番、川口弘治議員。 

 

質疑 ６番 

（川口弘治君） 

 全協のときもちょっと確認させていただいたんですが、今後町

独自の例えばカラーを、道路標識等でもそうですが、したい場合、

そういうふうなものもここに条例は、現行は国のそのまま一括法

によっておりてきているみたいですが、いろいろ検討をして、町

で独自のカラーを盛り込んだような標識とか、そういうふうな場

合はそれで条例改正も必要に応じてできるというふうな方向性に

向かっていったということでよろしいですよね。もし、そういう

こともできますよと、町で、前にも全協のときもお話ししました

けれども、なかなか細かいところまで国でがちがちに決められて

いるわけではないですか。規格とか、色まで指定されて、同じよ

うなもので標識に関しては、道路に関してもそうですが、ただ、

おいらせ町は、先ほどの沼端議員ではないですけれども、農道の

やつをここは畑だよと、例えばですよ、そういうふうなニンジン

マークの標識を立てていくことが、その条例改正に、規格が合っ

ていれば、それはそのままできるんでしょうけれども、もしその

規格の中で、大きさをある規格を変更したいと、独自につくりた

いと、そういうふうな場合は条例を改正して、そういうふうなこ

ともできる可能性もあるということでよろしいんでしょうか。 

 

 佐々木議長 

 

 地域整備課長。 
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答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 一般論とすると、できないということはありません。ただ、法

令の中に色の件がたくさんございまして、例えば高速道路、有料

道路、それぞれ色、例えば緑が決まったりとか、いろいろな色が

決まってございますので、うちの町独自でその色の指定をすると

すれば、相当調べて法令等に違反しないような形で変えることが

できるというふうに思います。 

 

 佐々木議長 

 

 副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 今のにちょっと補足させていただきますけれども、これは法律

による条例の委任なわけですけれども、その類型として３種類は

っきり言っております。１つは、従うべき基準というのがあって、

これはもう国の基準について従わなければならないよというや

つ。それから、標準的な基準というのがありまして、この標準は

どちらでもいいよと、そこの実情に合わせなさいというのと、そ

れから参酌すべき基準ということであって、これについては自由

ですけれど参酌してくださいということで、ある程度従うという

わけではないけれど、取り入れた方がいいのではないですかとい

うことで、その３つにありますので、そこの３段階に照らして、

今地域整備課長が言ったような処理になるというふうに思ってお

ります。 

 

 佐々木議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（川口弘治君） 

 前回のときも説明で、全協のときですが、基本的に法に従って

というふうな説明だったものですから、あくまでも基本的という

ことは、町の条例化になったことをいいことに、拡大解釈してど

んどん町独自のものが、全てにおいてというわけではないですが、

特徴を捉えたそういう町独自のものが少しはできやすくなったの

かなというふうな認識を持って確認をしたわけですけれども、な

かなかお話を聞くと、やはり現行の法のもので動いていかなけれ

ばならない、そういうふうなことであれば、今後そうはいっても、

なかなかどこの全国の自治体を見ても、国に縛りがあって、縛り

のとおりに沖縄から北海道まで同じような形で、これが特徴がな

かなか出せないというのも現行で、一律な法律に縛られて、ひと
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つそのおいらせ町らしいものというか、特徴あるもの、そういう

ものができやすくなるのかなと少し期待したものですから、お聞

きしました。答弁はよろしいです。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第９、議案第６号、おいらせ町営住宅等の整備基準を定め

る条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第６号についてご説明申し上げます。 

 本案は、地域主権一括法による公営住宅法改正に伴い、これま

で国が一律に法令等で定めていた町営住宅等の整備基準等を条例

で定めるものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 今説明があった基準等を定める条例の中の第２条の中で、（１）
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町営住宅、本町が建設、買取り又は借上げを行い、低所得者に賃

貸し、とありますが、私のところの町内もそうですが、非常に空

き家が目立ってきています。町長も話をしておりますけれども、

人口の少ない町内、ふえない町内、なぜかと、そういうふうに考

えたときに、やはり空き家対策も兼ねながら、ここのところの活

用を検討すべきではないか。やはり、そこに住まわせる方法を、

全て町が建設した新しい住宅でなくても、その地域に人をふやす

というふうなことからいけば、この項目を検討してみる必要があ

るのではないかと思いますが、町長、この考え方ありますか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今私も指摘されまして、なるほどそういうアイデアもあったの

かと、今気がつきましたものですけれども、担当課と相談し、検

討してみたいと思います。 

 

 佐々木議長  いいですか。 

 ほかにありませんか。 

 ４番、 山 忠議員。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ７１ページの附帯施設のところ、第１３条に書いてありますけ

れども、この中にごみ置き場等の附帯設備というふうなことで書

いてあるんですが、ごみについては何戸に１カ所とかというふう

な何か規制があるものなんですか。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 法令改正があって、ちょっと年代は忘れましたけれども、今現

在はございません。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 なぜ聞いたかというと、間木に中下田町営住宅があるわけです。

あそこ５０戸入っている、戸数が５０戸だったと思うんですが、
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そこに１カ所よりごみ置きのそれがなかったんです、最初建った

ころは。後で何とかお願いをして２カ所ぐらいふやしてもらった

というふうなことがあって、やはりその戸数に合ったごみ置き場

の関係をしっかり考えていただきたいと、それは要望的なことに

なると思うんですが、それをお願いしておきます。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１０、議案第７号、おいらせ町公園条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第７号についてご説明申し上げます。 

 本案は、第２次地域主権一括法による都市公園法改正に伴い、

これまで国が一律に法令等で定めていた都市公園の設置基準等に

ついて、都市公園法第４条、都市公園法施行令を参酌し、条例を

一部改正するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１１、議案第８号、おいらせ町営住宅条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第８号についてご説明申し上げます。 

 本案は、地域主権一括法による公営住宅法改正に伴い、これま

で国が一律に法令等で定めていた町営住宅の入居者資格のうち、

入居収入基準について公営住宅法第２３条第２号、公営住宅法施

行令を参酌し、条例を一部改正し、題名をおいらせ町営住宅管理

条例に改めるものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 ８０ページの３のところですが、町長は、町営住宅の入居者が

同居させようとする者が暴力団員であるときは、第１項の規定に

よる承認をしてはならない、とあります。この確認というのは、

どういうふうな手法を用いてやるのか。 

 それから、例えばこの中では障害者、さまざまな特例措置があ
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りますけれども、入居者が入っているところに暴力団員が同居す

る、そういうふうな事例もあると思いますが、これらの対応とい

うのはどういうふうな形、今度は町がそういうふうな意味では対

応することになると思いますので、この辺についてお伺いいたし

ます。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、暴力団員の確認については、入居段階で暴力団ではない

ことということでの誓約書の中に書かれてあります。その次の段

階ですけれども、わかった段階では三沢警察署とご相談を申し上

げて連携をしてやっていくと、これは以前からの、できていると

いうことになります。ただ、今まで一度も例はございません。 

 それから、現在入居している中での暴力団というものについて

は、確認をしていません。いないものと思っています。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 現在はそういうふうな確認をしていないというふうなことです

けれども、これからは、例えばいろいろな暴対法、さまざまな法

律で、一見サラリーマン、そういうふうな態度、威圧的なものを

一切感じさせない、それでも所属がそういうふうな構成員になっ

ているというふうな者があって、役所へ来ても判断するのに、非

常に誓約書だけでは私は不備があるのではないかと。特に、所得

がそれなりの年齢で少ないというのは何らかの問題があるわけ

で、所得制限を設けてやっている部分でいけば、やはりそういう

ふうなものの調査の仕方、確認の仕方、これについてはもっと深

く掘り下げた形での職員の意思確認、それからそういうふうな認

識を深めるべきと思います。課長、方法ありますか。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、確認方法その他については、もう要領は作成済みでござ

います。あとは、やはり今議員ご質問のありましたように、非常
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にわかりにくいということがございますので、私どももその最初

の入居申し込みの段階で、しっかりと調べた上でやっていると。

今私どもがやっているのは、担当者のみでの例えば入居の選定と

いうことではなく、課員五、六人でやっていまして、それらお互

いチェックしながら進めているというのが現状です。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第８号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１２、議案第９号、おいらせ町下水道条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第９号についてご説明申し上げます。 

 本案は、現行の八戸圏域水道企業団給水条例に準じて、料金の

納期限について所要の改正を行うため、提案するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ４番、 山 忠議員。 
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質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 山です。 

 ちょっと確認だったんですけれども、関連になると思いますけ

れども、八戸では料金徴収のときに、ひとり老人とかそういうと

ころの見回り的なものを兼ねての徴収をするというふうなことの

それらが上がっているみたいなんですが、おいらせ町ではどうな

っていますか。やはり同じくそういうふうな形でやってもらえる

ものなんですか。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 このお話は新聞に出まして、私ども承知していまして、これか

ら何とか取り組めればなというふうに考えてございます。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 取り組んでいただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第９号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１３、議案第１０号、おいらせ町道路占用料徴収条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 
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当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第１０号についてご説明申し上げます。 

 本案は、道路法施行令第７条の第２号、太陽光発電設備及び風

力発電設備、及び第３号、津波からの一時的な避難場所としての

機能を有する堅固な施設が追加されたため、これらの物件を道路

占用許可物件として位置づけ、道路占用料に係る所要の改正をす

るため、提案するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今課長が補足説明をしていただきましたけれども、その太陽光

発電とかこの文言に出ていない部分で、その施設が道路占有にな

ぜ当たるのかなというふうな疑問を感じたわけですけれども、そ

の辺もうちょっと詳しく説明いただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、今回の法改正は、東日本大震災に基づいて、被災地のと

ころでどうしても道路につくらざるを得ないものがあるだろうと

いうことで、道路法の改正になったということでございます。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 その太陽光発電とかそういうふうなものを設置をするのについ

ても、旧道路にそういうふうなものをつくるというふうな意味で

解釈するのか、その太陽光発電等の設備を有する部分については、

この道路占有の部分とどういうふうな関連があるのか、そこだけ

お願いします。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 地域整備課長。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－３６－ 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 まず、道路占用でございますので、私どもが貸せるかどうかと

いうのが第１点です、まず先に。貸せなければ、その占用になり

ませんので。ですから、この法の趣旨は、あくまでも震災が起こ

って、どうしてもそこにつくらざるを得ないものがあれば、それ

は占用を認めると、こういうことになります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番、いいですか。 

 ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１０号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１４、議案第１１号、おいらせ町特別会計条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第１１号についてご説明申し上げます。 

 本案は、おいらせ町営霊園の整備に伴い設けられていたおいら

せ町霊園事業特別会計について、本年３月で町債の償還が終了し、

事業費が縮小することから、同会計を廃止するため提案するもの

であります。 

 施行日は、平成２５年４月１日であります。 

 なお、同会計に属する資産及び決算上の剰余または不足もしく

は権利義務は、おいらせ町一般会計に帰属するものとしておりま
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す。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１１号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１５、議案第１２号、おいらせ町霊園事業財政調整基金

条例を廃止する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第１２号についてご説明申し上げます。 

 本案は、おいらせ町霊園の整備に伴い設けられていたおいらせ

町霊園事業財政調整基金が所期の目的を達したことから、当該基

金に関する条例を廃止するため提案するものであります。 

 施行日は、平成２５年４月１日であります。 

 なお、基金の残金はありません。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１２号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 お昼のため、１時３０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午前１１時５０分） 

 佐々木議長  休憩を取り消し、会議を開きます。 

  （再開 午後 １時２９分） 

 佐々木議長  日程第１６、議案第１３号、町道の路線認定についてを議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第１３号についてご説明申し上げます。 

 本案は、町道整備事業等により整備された緑ヶ丘地区の緑ケ丘

１４号線外青葉地区、木ノ下地区の計６路線の効率的な管理を図

っていくため、道路法第８条第２項の規定により、町道の路線認

定をするため提案するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第１３号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１７、議案第１４号、八戸地域広域ふるさと市町村圏基

金に対する出資金の一部権利放棄についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画課長。 

 

当局の説明 企画課長 

（田中富栄君） 

 それでは、議案第１４号についてご説明申し上げます。 

 本案は、八戸地域広域市町村圏事務組合で設置する八戸地域広

域ふるさと市町村圏基金の一部を取り崩しし、同組合の消防救急

無線デジタル化整備事業費及び八戸圏域定住自立圏構想の関連事

業費とするため、同基金の構成８市町村の出資総額４億円に対す

る当町の出資金額２，２０２万８，０００円に係る権利のうちの

一部、１，６５２万１，０００円を放棄するため、地方自治法第

９６条第１項第１０号の規定により提案するものであります。 

 なお、今回の同基金に出資する構成８市町村の権利放棄額の総

額は３億円で、このうち１億４，０００万円が同組合が行う消防

救急無線デジタル化整備事業費へ充当し、残る１億６，０００万

円は八戸圏域定住自立圏構想の関連事業費として活用するため、

一旦構成８市町村へそれぞれ返還され、改めて八戸市が今後設置

する定住自立圏振興基金に各市町村が負担金として拠出すること

によって造成する予定となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 １２番、柏﨑利信議員。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 ただいまの説明によりますと、今回権利放棄の額の総額のうち

１億６，０００万円を八戸圏域定住自立圏構想の関連事業費と、
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こういうふうに説明がありましたが、現在、定住自立圏構想の中

において当町が負担している額、それの主な使途、今回の権利放

棄をすることによって、定住自立圏構想のどのような関連事業が

想定されるのか、それに充当するような事業費等が、わかる範囲

で結構でございますので説明をお願いしたい。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 企画課長。 

 

答弁 企画課長 

（田中富栄君） 

 定住自立圏のほうに負担金としている事業については、具体的

数字はお持ちしていませんけれども、ドクターカーの運行経費、

それから八戸圏域公共交通バスの推進ということで、５００円バ

スのということで３００何万等々だと思っております。 

 今後、この基金を取り崩して充当する事業ということで、今考

えられているのは、ドクターカーの更新事業等、今後広域協定を

結んでいる全市町村が出資をする、負担するであろうという新た

な事業に向かって充当することと考えております。よって、現在

負担している負担金を基金から充当するということではないとい

うふうに伺っております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 そうしますと、現在負担している定住自立圏構想の負担金は、

従来どおり変わりなくというふうなことで、さらに今回の権利放

棄をする部分の１億６，０００万円は別途お使いになると。私は、

ひょっとして現在支出をしている定住自立圏の負担金が、これに

よって減るのではないかという期待も持っていたわけですが、そ

れとは全く関係なく使うということでよろしいわけですね。はい、

わかりました。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番  この権利放棄なんですけれども、おいらせ町の場合ですと、現
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（平野敏彦君） 在の出資額が２，２０２万８，０００円、権利放棄が１，６５２

万１，０００円となって、残額が５５０万７，０００円になるわ

けですが、これはさっきの説明ですと、一旦おいらせ町に１，６

５２万１，０００円が返還になって、新たに負担をするというふ

うな説明というふうな形で私は解釈したんですが、こういう使い

方というのは、権利を放棄するということは、何か意味がよく理

解できなくて、例えば、構成市町村で３億円に相当する額を一旦

出資しているのを変更するとか、そういうふうな文言でもよかっ

たのではないかなというふうな気がして、理解になじまないなと

いうふうな気がしました。それで、一旦１，６５２万１，０００

円が当町のほうに予算計上されて、新たにまた今度支出をしてい

くというふうなことで解釈していいですか。 

 

 佐々木議長  企画課長。 

 

答弁 企画課長 

（田中富栄君） 

 権利放棄する額は１，６５２万１，０００円ですけれども、そ

のうち消防の救急の部分については、同じ組合の中ですので、そ

の中でデジタル化のほうに充当をすると。ただ、今度八戸定住に

ついては、それとはまた組織が違うものですから、定住自立圏に

かかわるものについては、一旦おいらせ町に返還をして、改めて

八戸が基金を造成するものに対して負担をして基金を造成する

と、そういう２つになります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 そうすれば、ここで提案理由で書いているその消防無線のデジ

タル化整備に事業費とするもので、出資に係る権利を一部放棄す

ると書いてありますけれども、そうすると、１，６５２万１，０

００円の消防分と、定住自立圏との金額的な額というのは、どう

いうふうな形になりますか。 

 

 佐々木議長  企画課長。 

 

答弁 企画課長  消防部分については、消防費の負担が広域の中で決まっており



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４２－ 

（田中富栄君） ますので、その約８．２３％ですので、消防分は１，１５２万２，

０００円だと思っています。残る部分が定住で４９９万９，００

０円かというふうに認識しております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１４号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１８、議案第１５号、八戸地域広域市町村圏事務組合規

約の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画課長。 

 

当局の説明 企画課長 

（田中富栄君） 

 それでは、議案第１５号についてご説明申し上げます。 

 本案は、八戸地域広域市町村圏事務組合規約に規定する事務所

位置の変更、及び先ほど議案第１４号による出資による権利の一

部放棄に伴う八戸地域広域ふるさと市町村圏基金に対する出資金

額の減額をするため、規約の変更をすることについて、地方自治

法第２８６条第１項及び同法第２９０条の規定により協議するも

のであります。 

 なお、同組合の事務所の位置については、現在の事務所のある

八戸市庁舎の所在地に変更するものであり、出資金額の減額につ

いては、先ほどの議案第１４号による構成８市町村それぞれの出

資する金額、基金総額４億円から３億円を取り崩しした残額の総

額１億円とするものであります。 
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 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１５号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１９、議案第１６号、八戸市とおいらせ町との間の障害

者自立支援法第１５条に規定する市町村審査会の事務の委託に関

する規約の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

当局の説明 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 それでは、議案第１６号についてご説明申し上げます。 

 本案は、法の改正により、平成２５年４月１日から障害者自立

支援法が障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律となり、八戸市に委託している八戸市とおいらせ町との間

の障害者自立支援法第１５条に規定する市町村審査会の事務の委

託に関する規約のタイトル及び第１条中の障害者自立支援法第１

５条を、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律第１５条に改めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 
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 質疑ございませんか。 

 １２番、柏﨑利信議員。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 １条中の障害者自立支援法という法律が、ようやくなじんでき

たわけでございますが、その中にあって障害者の云々というよう

なことで長ったらしい名称になっているわけでございますが、こ

のような長い名称にしなければいけなかった状況というか、環境

というか、いかなることでこのような長い名前で命名をしたわけ

でしょうか。よろしくお願いします。 

 

 佐々木議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 これは、国のほうで定めた名前でございまして、これまでの自

立支援法においては、難病とか発達障害等がそれから除かれてい

たと。それを今度は、この新たな法律のもとで、そういう方々を

支援の対象に加えたものだということでございます。 

 

 佐々木議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 除かれていた部分が、こういうふうな法律の名称の変更によっ

て、ちまたによく浸透するような法律の名称だというふうにはな

かなか考えにくい。余りにも長いんですよ。ですから、なぜこの

ように長い名称でなければならなかったのか、国のほうからこれ

これの理由でもって、こういうふうなことに命名をしたんだと、

そういう中身的なものについて、もし知り得ているのであればお

聞かせください。 

 

 佐々木議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 その件につきましては、うちの方でも把握してはおりません。 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１６号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第２０、議案第１７号、青森県新産業都市建設事業団に委

託すべき事業に関する計画の一部変更に係る協議についてを議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画課長。 

 

当局の説明 企画課長 

（田中富栄君） 

 それでは、議案第１７号についてご説明申し上げます。 

 本案は、青森県新産業都市建設事業団の事業に係る一般管理費

に係る負担金について、平成２４年度において負担する額の次に、

平成２５年度において負担する額を加えるため、地方自治法の一

部を改正する法律附則第３条による改正前の地方自治法第３００

条第１項の規定により提案するものであります。 

 なお、平成２５年度において本町が負担する額は１９万３，０

００円で、前年度より４，０００円の減額となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１７号について採決をいたします。 
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 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第２１、議案第１８号、平成２４年度おいらせ町一般会計

補正予算（第７号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 財政課長。 

 

当局の説明 財政課長 

（橋本 章君） 

 それでは、議案第１８号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１０１ページをお開き願います。 

 本案は、既決予算の総額から歳入歳出それぞれ１億７１５万６，

０００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１００億４，

１８１万円とするものであります。 

 １０６ページにまいりまして、第２表、繰越明許費補正につき

ましては、国の補正第１号に伴う町道舗装補修事業を追加するも

のであります。 

 １０７ページにまいりまして、第３表、債務負担行為補正につ

きましては、緊急雇用奨励金の限度額を変更するものであります。 

 １０８ページにまいりまして、第４表、地方債補正につきまし

ては、農道保全対策事業から災害援護資金貸付事業までのそれぞ

れの借入限度額を変更するものであります。 

 それでは、歳入の主なものについてご説明を申し上げますので、

予算に関する説明書の３ページをお開き願います。 

 １款、町税は、１項、町民税、２項、固定資産税、４項、町た

ばこ税の決算見込みにより、７，６６０万２，０００円を増額。 

 ５ページにまいりまして、１０款、地方交付税は、普通交付税

の追加により９８９万９，０００円を増額。 

 ７ページにまいりまして、１４款、国庫支出金は、地域の元気

臨時交付金の交付などにより５，７５３万８，０００円を増額す

るものであります。 

 １１ページにまいりまして、１８款、繰入金は、それぞれの事

業費の確定により１億８，００３万１，０００円を減額。 

 １３ページにまいりまして、２１款、町債は、事業費の確定及
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び起債の決定に伴い、それぞれ変更するものであります。 

 次に、歳出の主なものについてご説明申し上げます。１５ペー

ジをお開き願います。 

 ２款、総務費は８，１０７万円を減額するもので、１項１目、

一般管理費では、本年度負担金額の確定により、退職組合特別負

担金等を減額するほか、施設管理業務等に係る委託料の執行残を

減額するものであります。 

 １８ページにまいりまして、３目、情報制作費では、庁舎等ネ

ットワーク整備工事費並びに職員事務用のパソコンの更新に伴う

機械器具費の執行残を減額するものであります。 

 １９ページにまいりまして、３項１目、税務総務費では、地籍

図数値情報化等委託料の執行残を減額するものであります。 

 ２０ページから２２ページまでの各選挙費につきましては、事

業費の確定に伴う減額であります。 

 ２３ページにまいりまして、３款、民生費は４，１３９万５，

０００円を増額するもので、１項１目、社会福祉総務費では、国

民健康保険特別会計への繰出金を増額、２目、障害者福祉費では、

各種の障害福祉サービス給付費の不足が見込まれることから扶助

費を増額するものであります。 

 ２５ページにまいりまして、２項２目、児童措置費では、保育

所入所児童数の精査により扶助費を減額、３項２目、災害援護資

金貸付金では、執行状況を勘案し、不用額を減額するものであり

ます。 

 ２６ページにまいりまして、４款、衛生費は１，８２４万２，

０００円を減額するもので、２項１目、清掃総務費では、本年度

負担金額の確定により、十和田広域事務組合じん芥処理費負担金

を減額し、浄化槽設置整備費補助金については、年間見込み者数

の増に伴い増額するものであります。 

 ２８ページにまいりまして、５款、労働費は１，２８４万２，

０００円を減額するもので、１項４目、雇用対策費では、実績に

基づき、おいらせブランド街なかショップ運営事業費並びに建設

業農業経営進出支援事業に係る委託料を減額するものでありま

す。 

 ２９ページにまいりまして、６款、農林水産業費は３，４１８

万３，０００円を増額するもので、１項５目、農地費では、国の
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第１号補正による県事業の追加に伴い、県営農道保全対策事業負

担金を増額、７目、農村環境改善センター運営費では、屋根外壁

等塗装工事費の執行残を減額するものであります。 

 ３１ページにまいりまして、７款、商工費は１，７９２万３，

０００円を減額するもので、１項２目、商工業振興費では、執行

状況を勘案し、小規模事業者再建支援事業費補助金を減額するも

のであります。 

 ８款、土木費は３，２０６万８，０００円を減額するもので、

２項２目、道路橋りょう新設改良費及び３目、除雪対策費では、

委託料並びに工事請負費の執行残についてそれぞれ減額するほ

か、国の道路交付金事業の補正に伴い、町道舗装補修工事費を増

額するものであります。 

 ３３ページにまいりまして、３項１目、都市計画総務費及び２

目、公園管理費では、委託料の執行残を減額、３目、公共下水道

費では、繰出金を減額するものであります。４項１目、住宅管理

費では、実績に基づき被災者住宅再建支援事業費補助金を減額、

２目、住宅建設費では、災害公営住宅整備工事の完了により、委

託料並びに工事請負費の執行残についてそれぞれ減額するもので

あります。 

 ３４ページにまいりまして、９款、消防費は９７６万４，００

０円を増額するもので、１項３目、災害対策費では、委託料並び

に工事請負費の執行残を減額するほか、実績に基づき、生活・経

済活動復興支援助成金を減額し、東日本大震災復興推進交付金を

積み立てするものであります。 

 ３７ページにまいりまして、１０款、教育費は１，６４０万円

を減額するもので、２項、小学校費、３項、中学校費、４項、社

会教育費では、施設管理業務等に係る委託料の執行残について、

それぞれ減額するものであります。 

 ４１ページにまいりまして、１２款公債費は、借入利率の確定

等により減額するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 
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 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入全款についての質疑を

行います。３ページから１４ページまでです。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 それでは、３番、質問させていただきます。 

 今説明がありましたけれども、３ページの町税のところですけ

れども、軒並み３，５００万円というふうな補正が出まして、見

ますと滞納繰越が個人分にあっては８４２万１，０００円、法人

については法人税割が１，９１８万６，０００円というふうな形

で述べています。この滞納繰越については、徴収成果が上がった

のかなというふうな解釈をしていますけれども、ここのところ、

それから固定資産の現年分が約１，５００万円、これは当初の予

算計上したのと、こういうふうにふえた要因というのは何でしょ

うかなと思いまして、簡単に説明をいただければと思います。 

 それから、４ページの同じくたばこ税、これについては現年度

分で２，３００万円補正になるわけですが、大体確定してこうい

うふうな補正をしたのか、この辺簡単で結構です。 

 それから、普通交付税が約１，０００万円、５ページで計上さ

れています。算定されて普通交付税の場合は、この３月補正で出

てくるというのはどういうふうな要因かなというふうな、この原

因を説明いただければと思います。 

 それから、６ページですが、１３款の町営住宅の使用料１３７

万４，０００円、それから滞納繰越分が２８７万８，０００円、

これが予算計上されています。これの徴収が可能だというふうな

見込みで予算計上されたと思いますが、今までこの部分について

はどういうふうな形で、約４００万円滞納分を含めて対応してき

たのか。今になって予算計上、計画的なことだったらもっと前に

予算計上すべきではなかったのかというふうに私は感じます。そ

このところを説明をいただきたいと思います。 

 それから、７ページですが、障害者福祉サービスについては２，

３００万円、それから８ページの１５の県支出金のところでも障

害者福祉サービスの給付金が１，１００万円というふうなことで、

約３，４００万円ばかりが補正になります。これは、今もう日に

ちがない時点で、いろいろな対象者がふえてきたのか、内容が変
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わったのか、この辺を説明いただければと思います。 

 それから、同じく７ページの地域の元気臨時交付金、これはも

うそのまま見ますと、積立金のほうに充当されているように感じ

ますけれども、予算計上して、ただこの収入介して支出にされる、

積み立てするというふうなことであるのかなというふうに感じま

したけれども、ここのところ説明をいただきたいと思います。 

 それから、９ページの１５款の県補助金の消防費の補助金です

けれども、この東日本大震災復興推進交付金４，３１８万円、こ

れについての該当する事業が充当されるところがどの款になって

いるのか、お願いをしたいと思います。 

 あとは、１１ページの東日本大震災の復興の基金の繰入金、こ

れらについても、次の１２ページにも載っていますけれども、当

初予算では繰り入れをしておいて、財源が入ってくればこれらを

また戻すというふうな手法をとっていますけれども、この手法で

いいのかなという、毎回そういうふうな形で繰り入れを積んでお

いたのを、当初予算計上するときに繰り入れを減額して財源とし

て活用する、そしてまた金が入ってくれば、それをまた戻してい

くというふうな手法をとっていますけれども、最初から入ってく

るものを計上したら、基金の出し入れをしないで、基金のほうに

も利子とかそういうふうなものを稼げるのではないかというふう

な感じがしましたので、これらについて答弁をいただきたいと思

います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 税務課長。 

 

答弁 税務課長 

（松林光弘君） 

 それでは、お答えします。 

 ３ページの町民税の個人分の滞納繰越の件です。８４０万円の

増加なんですが、これは現時点の実績に基づいて額を出しており

まして、２月分の前年度比で５．６％増となっております。それ

から、次の法人分の法人税割額の増額です。これは、法人税割は

事業所の申告に基づいての予算計上となります。その増加の理由

としましては、法人者数が９社増加と、業績の伸びと読んでおり

ます。 

 それから、次の固定資産税の１，４００万円の増加です。今年
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度は、３年に１回の評価がえということで、土地、家屋、償却資

産とも５％から１０％の減額と当初予算では想定しておりました

が、その落ち込みがそれ以内ということで、この額の増加という

ことになりました。 

 次のページ、４ページです。たばこ税の件です。たばこ税の２，

３００万円の増加です。これは、当初予算編成時は前年実績月１，

５００万円ということで計上しましたが、２月分までの実績で月

当たり１，７００万円、２，２００万円の増加ということで、増

加の計上ということになりました。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  財政課長。 

 

答弁 財政課長 

（橋本 章君） 

 お答えを申し上げたいと思います。 

 まず、最初に普通交付税の増額についてでありますが、今回の

国の補正に伴う措置でありまして、従来普通交付税、調整されて

若干減額になって調整されているわけですが、これが今回追加交

付されるということでの１，０００万円弱の補正となってござい

ます。 

 次に、７ページの地域の元気臨時交付金についてでございます。

これも、国の補正に伴うやつなんですが、明確な算定根拠が示さ

れておりませんけれども、充当事業といたしましては、今回補正

をお願いしてございます町道の舗装補修事業に充当することとし

て計上してございます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、６ページの１３款使用料及び手数料のところの住宅

使用料のところでございますけれども、当初段階では見込みとし

てやります。その後、年収の調査をして額が確定をいたします。

それと、今度は入退去がございますので、その辺の修正をして、

見込みとしてこの分追加計上したということになります。 

 それから、滞納繰越分につきましては、ほぼ実績の見込み分と

して計上してございます。 
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 以上です。 

 

 佐々木議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 それでは、１４款国庫負担金の２項障害者福祉費負担金と、そ

れから１５款の県支出金の障害者福祉費負担金、このサービス給

付費の負担金ですけれども、これは国４分の２、県４分の１、町

４分の１の事業でございまして、なぜこんなにふえたのかという

ふうなことだと思いますが、これは平成２４年度に県から権限移

譲された障害児通所給付費が見込み量を上回ったというふうなこ

とと、それからデイサービス等就労系のサービスがふえたという

ふうなことが原因になっているかと思っております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  答弁漏れありませんか。 

 防災安全推進室長。 

 

答弁 総務課 

防災安全推進室長 

（中野重男君） 

 ９ページ、東日本大震災復興推進交付金についてお答え申し上

げます。 

 ４，３００万円、これにつきましては、国の経済対策補正予算

関連の関係で、災害被災市町村に交付されたもので、基金に積み

立てて必要時に取り崩して充当するという形になっております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  答弁漏れありませんか。 

 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 繰入金の調整の仕方が。（聞き取り不能）……繰入金を当初予算

で崩して一般財源として使っているんだけども、また確定すれば

そこに戻すわけだ。本来、基金であれば個々の基金運用をしてい

くことによって基金が理財を得てふえていくわけだ。本来はそう

いうふうにあるべきではないかなと思うんだけれども、その運用

の仕方はいいですかというふうな。 

 

 佐々木議長  財政課長。 
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答弁 財政課長 

（橋本 章君） 

 基金もそれぞれ目的を持っている基金でございまして、今平野

議員が言われている基金は、一般に一般会計の財源不足の際活用

する財政調整基金を想定して言っているのではないかなと思いま

す。ただ、今のこの復興にかかわる基金は、目的に沿った事業費

が交付され、それを基金に創設して活用するということから、当

然のことながら増減が事業の実施状況によってはそういうものが

発生しますので、それに伴う予算の調整ということで理解してい

ただければと思います。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

 次に、歳出についての質疑を受けます。 

 第１款、議会費から第４款、衛生費までについての質疑を受け

ます。 

 １５ページから２７ページ。 

 １５番、馬場正治議員。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 ３款民生費の高齢者福祉費、２４ページの一番上の扶助費です

けれども、町長寿祝金９０万円の減額と、この長寿祝金に関しま

して、昨日一般質問を申し上げた関係で、はっきりさせておきた

いんですけれども、長寿祝金９０万円減額ということは、１００

歳到達時３０万円支給する方３名分に相当するわけでございま

す。昨日の一般質問では、現行のおいらせ町条例長寿祝金条例の

解釈につきましては、町長答弁は１００歳到達したときに支給す

るんだという答弁で、問題ないという見解だったと思うんですけ

れども、現場の担当課のほうでは、それに相反する運用を行って

いたと。この合併してから７年間の間に、２名に対して９９歳で

支給していたということが明らかになったわけです。そのことに

ついて何ら謝罪もなく、それをどうこれから対応するのか、なお

かつその２件の事例は１００歳到達前に死亡されたのか、９９歳

で支給を受けた後１００歳まで生存したのか、その辺のところも

確認して、今後の対応については明確にしていただきたいと思い

ます。これは、町長の見解と現場の担当課が相反する事業の運用
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をしていたということは、大変大きな問題と私は認識しておりま

すので、そこをまず、きのうの答弁の２件についての内容をご説

明いただきたいと思います。 

 

 佐々木議長 

 

 答弁を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 昨日の一般質問の中でお答え申し上げましたが、今馬場議員お

っしゃるように、運用上で間違いがあったというふうなことで、

大変申しわけないと思っておりました。２人の方が１００歳到達

しなかったと、９９歳と数カ月というふうな、その何カ月かとい

うのがちょっと記憶に今ございませんけれども、その年度で到達

になるというふうな方であったと思います。そういったことで、

その２名の方々に支払われたものと思っております。 

 

 佐々木議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 はい、わかりました。そうしますと、町長答弁にありました１

００歳到達した際に支給するという見解には、まさしく相反する

業務の運用が行われていて、９９歳で支給を受けた方は１００歳

到達前に死亡されたと。これについて、町のほうではこの長寿祝

金、既に支給したものをどのようにされるお考えなのかをお聞き

したいと思います。条例に反して支給して、受け取った方も１０

０歳まで到達していないわけですね。そこをどう埋め合わせされ

るのかをお聞きしたいと思います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 その２件交付した中で、一番新しいのが２１年度の事案という

ことで、実はついこの一般質問に際して、その事案を初めて耳に

しまして、まだ十分に論議するいとまがありません。これは、果

たして返還を求めるべきものなのかということで、その際も若干

話し合いには、町長を含めてなりましたけれども、確かに運用上

はうまくなかったかもしれないけれども、一旦与えてしまったも
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のをまたバックしてくれというのもどういうふうなものかなとい

うふうなことでとめ置きました、正直なところ。ですから、今後

ちゃんとした見解を出さなければならないと。それなりに議会な

り一般町民のほうからの動きがあれば、それなりの答えは出さな

ければならないだろうというふうには思っております。 

 

 佐々木議長  財政課長。 

 

答弁 財政課長 

（橋本 章君） 

 当時の事務を担当した課長として、当時のいきさつを説明して

みたいと思います。 

 合併に伴い制度が変わったということで、あの条文を読みまし

て、今記憶をたどれば、その年度に１００歳に到達した人のみな

らず、する人も対象となるのではないかと判断し、今思えば亡く

なった方にも、当時の町長と一緒に祝い金を持参しました。その

結果、現在、あの判断として誤りであるということを指摘されて

おりまして、私のほうからも改めて深くおわび申し上げます。た

だ、言えますことは、その当時私の判断でそういう事務を執行し

たわけで、誤りであったとは思っておりませんで、自分の勉強不

足を今深く反省しているところです。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございます。 

 まさに、その条例の文言の解釈の誤りですよね。町長の答弁は、

１００歳に到達する者と書いているけれども、到達した者に支給

するんだという解釈をするから、このままでよいという答弁でし

た。しかし、担当課長は、到達する者という文章を解釈して、そ

の年度内に１００歳に達する者には支給してよいと解釈したと、

私はそこをきのう強調したわけです。それを、なぜほかの条例の

例も、国の条例もこういう文章なんですよと、だから運用規則で

一筆入れるんだと、それになぜこだわるのかと。同じ行政の責任

者が間違えるような文章を、条例にそのまま修正しないで置いて

おくことが私には理解できない。なぜ、もっと間違いのないわか

りやすい条例文にしないんですか。なぜそこにこだわるのか。ほ
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かの例がそうだからこれでいいんだということでは納得しかねま

す。 

 それと、健康保険税、固定資産税、所得税、それらすべからく

間違いの徴収、間違いの支給等があれば、時効成立していないも

のについては追徴あるいは返還をしているはずです。これらは、

町民に明らかにしていますよね、間違ったものについては。どこ

の自治体でもそうです。この祝い金に関しても同じく対処すべき

と私は考えます。間違って支給したものであるから返還いただき

たい。これを、町民に対してつまびらかに公表すべきです。そこ

まで言いたくなかったんですけれども、きのうは１時間という制

限がありましたので、この予算のところでもう一度町側の姿勢を

ただしたいということで質問いたしました。条例文の修正、それ

から過誤による支給に対するその始末をどうされるのかをきちん

と協議して、町民に説明をしていただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 ２つの点についてお答えいたします。 

 条例文の修正ですけれども、するということでしたというふう

に、到達したというふうな完了過去ということで要件が備わって

いないというふうに、錯誤になるようなものを何でこだわるんだ

ということですが、決してするということであっても、それは時

勢とかそういう時間の流れの問題ではなくて、単に何々する人と

いうふうなことで、それは何ら日本語として不自然なことではあ

りませんし、実際そのように、私の口からだったかもしれません

けれども、大概の運用はそういうふうになっているということで

して、それについて規則で補完というかちゃんとするということ

については、いささか問題ないと思いますので、こちらのほうに

ついては現行のままでいきたいなというふうに思っております。 

 それから、過誤の支払いの件ですけれども、さっき話したよう

な成り行きで出てきて、そして最後には、やっぱり既にその方々

は亡くなっているというふうな、ちゃんと調べてみませんでした

けれども、今現在１００歳以上の方々が２名おります。そういう

人たちはその該当ではないということですので、亡くなっている
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ということで、そうすると遺族に云々、本人は亡くなっていると

いうふうなことで、その辺が非常に難しいということで、そうい

うふうに解釈したわけですけれども、その件につきましては改め

て時間を設定して、内部で検討したいと思います。その結果につ

いてもお知らせしたいというふうに思っております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 ４番、 山 忠議員。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 １８ページの２項の企画費の中の区分の１５、工事請負費の中

で、公共サイン等整備工事費の減額１５０万円になっていますけ

れども、過去に新幹線用の看板をという話がしてあって、それで

あれが予算がついたような気がするんですけれども、それらの実

行状況というのはどういうふうになったんでしょうか。 

 

 佐々木議長  企画課長。 

 

答弁 企画課長 

（田中富栄君） 

 山議員にお答えをいたします。 

 公共サイン等整備工事費の減額とあわせて新幹線のサインとい

うことですけれども、ここの予算は、今 山議員がおっしゃった

ように、新幹線のＰＲ看板のところで当初見込んでおりました。

それで、私どもの課のほうで、実際に新幹線に職員を乗せて、ビ

デオ撮影をして、当初考えていました阿光坊の住宅のあたりの３

差路のあたりのところで、大きな看板を立てて新幹線からどれぐ

らい見えるのか、またはその奥入瀬川の堤防側からどれぐらい見

えるのかということで、現地にブルーシート等を張りながら、実

際に新幹線からどのような状況で見えるのかということで、課を

動員して実際にビデオを撮りながら見ました。そして、実際に見

てみたところ、なかなか阿光坊についてはやっぱりかなり遠くて、

大きくないとなかなか見えないだろうということで、通常のもの

ではなかなかできないと。それから、土手についても、なかなか

やっぱり見えるにはある程度大きくなければいけないし、堤防に

加工することは、河川敷の中からできないというふうなことで、

また実際に見ていくと、かなりの大きなものでなければならない
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ということでした。もう一回また実際に近くがあるのかなという

ことで、新幹線に乗せながら見たんですけれども、これといって

こういう形がいいのではないかなと、適地の選定とかどこがいい

のか、またはどれぐらいの大きさでというふうなことで、具体的

にいろいろ検討したんですけれども、ではここにこれぐらいの大

きさでということには、なかなか内部で至らなかったため、今年

度は見送るということにしました。 

 新年度についても、まだではどこにということで、どれくらい

だということになると、実際に場所を決めて大きさを決めないこ

とには、なかなか額もできないのかなということで、３月では一

応減額をし、当初はちょっと予算計上しないで、もうちょっと検

討していきたいなというふうなことで考えております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 いろいろ調査したみたいなんですね。それはそれでいいと思う

し、無理無理予算がついたからと、それを実行する必要もないと

思うし、ただ報告、もう２年ぐらいたつのではないかなと思うの

で、やはり経過報告をして、どうしてもだめであるならばだめと

いうことで、その上でこういうふうなマイナスにするのであれば、

するということを報告をしてもらいたいなと。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 先ほどの馬場議員の質問に関連して質問させていただきます。 

 長寿祝金の条例について、町側では二通りの見解があったと。

条例に対して二つの見解なんていうことはあり得ないわけでござ

いますけれども、どちらかが正しいのか、きちんとした形でもっ

て統一を図ってもらいたいのですが、その統一を図ったものに対

し、過去に誤って支給したというものについては、それは誤りは

誤りとして素直に認め、返還請求をすべきところはすべきもので

はないでしょうか。これが住民の皆さんが、いや、何でこういう

ことがあったべとか、そういったことが起きないうちは、そのま
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まずるずるとうやむやになるようであっては非常に問題だと思い

ます。ですから、支給したものを、間違ったんだというふうなこ

とで返してもらうことが、何のはばかりがあるのでしょうか。我々

が税金を滞納して延滞したら、びりびり取られるじゃないですか。

それは、なぜ内部で検討してからでなければ、その内部で検討し

たときに、ではどのような結論が導き出されるのかわかりません

が、行政としてかくあるべきということは、この条例一つ一つに

関しても、一々検討しなければ結論を導き出せないのであれば大

問題だと思います。そのあたりを、どのような観点から検討をい

たすつもりなのか、そしてそれはいつごろまでにその結果という

ものをきちんと出すのか、方向性として行政執行のありようとい

うものがあるはずでございます。ですから、それをしっかりと進

めていただきたい、そのように思います。副町長、どうでしょう

か。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 議員おっしゃるとおり、すぐやりますというふうな返事をした

いんです、実は。ところが、やっぱりこういうお金のやりとり、

返還を求める際には、２年とか５年とか１０年とかという時効が、

それぞれの場合でまずはっきりとこれをクリアしなければなりま

せん。今回の問題が該当するかどうかわかりません。でも、こう

いう問題があります。 

 次に、人が亡くなっているということについては、必ず相続す

る人がまず普通はおりますので、相続する人がなければ、もうな

くなった時点で回収は不可能ということに恐らくはなると思いま

す。あったとしても、実際に相続が完了して、それ以上のものが

相続したということで、それに足りなければ相続放棄しているの

かもしれませんし、いろいろな問題が考えられるわけですから、

この場ではっきりすぐやりますというふうには言えないというこ

とで、ご了解をお願いいたします。 

 

 佐々木議長  １２番。 
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質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 実際にいただいた方の状況というものが、今はまだ把握してい

ないというふうなことで、この場ではすぐ即答はしかねるという

ふうなことでございますけれども、一応払ったということは、そ

の時点でその方が生存していたとか、もしお亡くなりになっても

遺族の方に支給するとなっているわけですから、それを相続する

人間がいたわけでございますけれども、時効云々というのであれ

ば、このような事案に関して時効は何年なのかとか、そういった

ことは今すぐにでもそれはわかると思いますが、一日も早くその

期限が到来しないうちに対応をしていただき、きちんとした形で

もって町側の確固たる姿勢を示していただきたい。間違って支給

したものだから、我々にはどうにもならないとか、そんなことが

まかり通っては、これからも危うくて大変ですよ。誰かの口座に

間違いで振り込んだと、それを本人が使ってしまってから、もう

大変だというふうなことになったらえらいことですから、だから

きちんとした形で対応していただくことを強く要望をいたしま

す。答弁は結構でございます。 

 

 佐々木議長  ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 それでは、歳出の１５ページ、総務費の２款１項１目の職員手

当それから共済費３，３２０万１，０００円、これについては退

職手当組合それから退職組合特別負担金、共済組合追加費用負担

金等が大きく減額になっています。これは、なぜ今の時期にこれ

だけの多額の減額をしなければならないのか。私は、特別ここの

部分で人事異動とかそういうふうなものがあったわけでもない

し、この減額の理由について説明いただきたいと思います。 

 それから、１８ページの３目、情報政策費、これについては庁

舎のネットワーク、それから職員のパソコン、こういうふうな中

で機械器具費が１，４００万円、ネットワークの整備工事費が３

７６万２，０００円、１，７００万円ばかり、約８００万円の額

が今減額になっています。これは、予算見積もりが過大ではなか

ったのかなと私は思うんですけれども、これについても入札の方

法はどういうふうな形で行われ、多分前はたしか私が質問したと

きは、随契でやらせてくれというふうな話で確認していますけれ
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ども、随契でこれだけの不用額が出るぐらいの、どういうふうな

形で交渉したのか、この経過、もっと積算をちゃんとやっていれ

ば、こういうふうな減額補正というのはないのではないかと思い

ますけれども、私はちょっとここ解せませんので、説明をいただ

きたいと思います。 

 それから、２４ページの先ほどの１５番それから１２番議員の

長寿祝金の件ですけれども、これについては副町長は、２名が亡

くなっているというふうなこともありますということですが、何

か社会福祉協議会の当事者に似通っているなというふうな感じが

しています。私は、行政側の対応とすれば、きちんとした調査を

して、遺族にも支給できるというふうなことで、遺族がかわって

もらっている場合もあるわけですから、その辺はどういうふうな

形態でどうなってどういうふうな状況になっているのが今現在ど

うなのかというふうな部分については、ちゃんと調査をして後日

改めて議会にほうに報告をしていただきたいと。これは私は要請

をしておきます。 

 それから、２５ページの民生費の災害救助費のところですが、

この災害援護資金貸付金２５０万円減額になっています。ある程

度見込みがあって予算計上したと思うんですけれども、これらに

ついては該当者が本当に全然なかったのか、ＰＲがどうなったの

か、ここについても説明をいただきたいと思います。 

 それから、２７ページの衛生費の清掃総務費ですけれども、こ

の十和田じん芥処理負担金１，９００万円、負担金が今の３月末

で減額になるというのは、例えば大きい工事をやって浮いたのが、

その負担率によって減ったとかというふうなことなのか、ちょっ

とここのところ説明いただきたいと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（松林由範君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 総務管理費の退職組合負担金、退職組合特別負担金、それから

共済組合追加費用負担金、これらについての減額の理由というこ

とでございますが、退職組合負担金につきましては、給料の額に
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一定の率で負担しているわけでございまして、確かにご指摘のよ

うに、このぐらいの額の減額ということはちょっと多いのかなと

思っております。人件費については、当初予算計上した後、その

後異動等がなければ３月に実績等を見ながら調整をするという形

をとっておりますが、もしかすれば計上の際の過剰な部分があっ

たのかなというふうに思っております。 

 それから、退職組合の特別負担金、これについては例年結構大

きい額の減額をするわけでございますが、この特別負担金につき

ましては、退職手当組合が退職者の退職金を支払っているわけで

ございますが、その退職金を支払って一定額以上のオーバー、退

職手当組合のおいらせ町分が一定額以上の赤になった場合に発生

する負担金ということで、退職者が何人いるかということに密接

に関連しているわけでございまして、定年退職につきましては予

測がつくわけでございますけれども、途中での普通退職あるいは

勧奨退職については、年度当初ではちょっと予想がつかないとい

うことで、堅めの予算を例年要求をして計上していることでござ

いますので、このような形での減額というのが例年出てしまって

いるわけですが、これについてはもう少しシミュレーションを精

緻化した形で、できるだけ適正なものを計上していくようにしな

ければならないのかなというふうに考えております。 

 それから、共済組合の追加費用負担金につきましては、前年実

績に基づく計上ということで、これについても当初見た時点で、

こちらで前年実績で想定したものが、実際総務省のほうで算定し

てよこしたものがそれよりも少なかったという形で、こういう形

になっているものと思いますが、ある程度はやむを得ない部分も

あるのかなとは思いますが、まだもう少し正確な予測を立てられ

るものについては、きちんと予算計上をしていきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  企画課長。 

 

答弁 企画課長 

（田中富栄君） 

 平野議員にお答えをいたします。 

 １８ページの庁舎等ネットワーク整備工事費と機械器具費の件

ですけれども、庁舎等ネットワーク整備工事費は、当初予算では



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６３－ 

１，４００万円ということで、予算を計上しておりましたが、実

際見積もりをとった結果１，０２３万７，５００円ということで

確定したもので、よって３７６万２，０００円を減額するという

ものです。 

 それから、機械器具費、これは先ほど平野議員もおっしゃった

ように、職員のパソコンなんですけれども、実際に入札を行った

ところ、大分入札率でいくと約５３％の入札率で、職員の２０５

台のところがその額になったということで、当初予算でいきます

と４，０００万円ほど見込んでおりましたが、実際に確定した額

が２，５４２万円ということで、今補正に上げました１，４５７

万１，０００円が減額というふうなことで、主に入札残、入札に

よる減というふうなことでご理解願いたいと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  環境保健課長。 

 

答弁 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 ２７ページ、十和田地域広域事務組合じん芥処理費負担金の減

についてでありますけれども、これはごみ処理手数料、鉄、アル

ミ、紙類等の売り払い収入の増により減額となったものでありま

す。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 災害援護資金についてご説明申し上げます。 

 当初は２件分を予定して５００万円見込んでいたわけなんです

けれども、１件に今回終わったというふうなことです。 

 ＰＲしたのかということなんですけれども、これは３．１１以

来ＰＲしていましたけれども、これはあくまでも貸付金でござい

ますので、借りたらまた返すというふうなものでございますので、

なかなか我も我もと来るような貸付金ではないかなと思っており

ます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 
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質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今説明を得まして、なるほどなというふうな思いもあります。

私は今３月の、もうあと何日もなくて会計が終わるわけですけれ

ども、やはりこれだけ減額をするということは金がだぶついてい

るわけです。資金運用、本来これだけ落とせる財源があるのに、

ぎりぎりまで遊ばせておいている。やはり、もっと資金運用的な

部分からいったら、この金というのは、もっとほかにも回しなが

ら使える部分があるのではないかと。いろいろな意味で、収入も

しかりですけれども、もっと前にこの補正なりそういうふうなも

のをしておいた金を、どういうふうな形で生かすかというふうな

視点もなければならないのではないかと。最後だから駆け込みで

補正して減額してやっていく、基金のほうに回していくとか、金

がないわけではなくて、余っているわけですよ。もっとこういろ

いろな意味で、では投資的な経費とかそういうふうなものにも充

当できたのではないかなと。その除雪対策の経費だって、１回に

やれるぐらいの金があるわけでしょう。こういうふうなものが非

常に見通しが甘いなというふうな感じを持っています。各課長に

ついては、もっと精査をして予算積算をする、予算の執行状況の

チェックをする、そういうふうな部分については誠意を持って当

たっていただきたいと私は思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、第１款から４款までの質疑を終わります。 

 ２時５５分まで休憩いたします。 

  （休憩 午後 ２時４１分） 

 佐々木議長  休憩を取り消し、会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時５５分） 

 佐々木議長  次に、第５款、労働費から第９款、消防費までについての質疑

を受けます。 

 ２８ぺージから３５ページ。 

 １４番。 

 

質疑 １４番  １点だけお伺いします。 
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（松林義光君）  ３３ページ、下田公園の野球場照明器具取付があります。これ

は何基取りつけて工事費が幾らかかったのか。それで、これは新

年度予算で、たしか平野議員がこの質問はしていましたけれども、

これは内野だけだと思っていましたけれども、その辺お伺いしま

す。 

 

 佐々木議長  分庁サービス課長。 

 

答弁 分庁サービス課長 

(日ヶ久保 昇君） 

 お答えをします。 

 つけた数は２基でございます。バックネットの両側に２基つけ

ております。工事費は詳しくはちょっとわからないんですが、３

０万円ぐらいだったと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ２基取りつけて、これはこの２基で夜間練習ができるというこ

とで、２基なんですか。その点お伺いします。 

 

 佐々木議長  分庁サービス課長。 

 

答弁 分庁サービス課長 

(日ヶ久保 昇君） 

 最低内野ぐらいの練習ができればということを聞いていまし

て、その部分で２基にしたところです。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ２基でけががなければいいなと、こう思っております。仮に、

ナイターの試合ができるような状況にするとすれば、何基取りつ

けてどのくらいの経費がかかるのかお伺いします。 

 

 佐々木議長  分庁サービス課長。 

 

答弁 分庁サービス課長 

(日ヶ久保 昇君） 

 全体のナイターでのやつは、ちょっと考えたことはありません

ので、金額とかはわかりません。 
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 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番です。 

 ２８ページの５款、労働費の雇用対策費のところで、おいらせ

ブランド街なかショップが減額３７８万６，０００円、それから

建設業農業経営進出事業委託料が８５６万５，０００円減額にな

っています。この内容についてご説明をいただきたいと思います。 

 それから、３１ページの商工費の２目、小規模事業者再建支援

事業費補助金１，７００万円減額になっています。この中身につ

いてご説明をいただければと思います。 

 それから、３２ページの道路橋りょう費ですけれども、ちょう

ど舗装補修工事が６，５００万円今計上されました。これはどう

いうふうな形で、繰越明許になるか、どういうふうな対応をする

のか、この中身を説明いただければと思います。 

 あと、３５ページの消防費のところですけれども、生活・経済

活動復興支援助成金が２，１００万円ほど減額になっております。

この額が多額であるので、事業的な効果とかそういうふうなもの

がどうなのか。 

 それから、積立金の４，３１８万円、これは収入のほうでもあ

りますけれども、そのまま積み立てをして、どういうふうな用途

に充てようとしているのか、この点についてお伺いします。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（小向仁生君） 

 平野議員にお答えいたします。 

 まず、２８ページ、労働費の雇用対策費の中の委託料２件です

けれども、初めにおいらせブランド街なかショップ運営事業委託

料の３７８万６，０００円の減額でありますが、これについては、

本年５月、本来であれば４月からの予算執行になるわけなんです

けれども、この事業の実施が５月にずれ込みまして、５月３名、

６月３名、計６名の体制で現在桃川の駐車場のところで事業を展
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開しているというふうなことで、この事業の執行のおくれによる

減額というふうなことになります。 

 それから、建設業農業経営進出支援事業委託料の８５６万５，

０００円の減額でありますけれども、これについても同じく、本

年７月からの事業開始によって、そのおくれによるための減額と

いうことであります。現在、１１名雇用してこれに当たっている

というふうな状況であります。 

 それから、３１ページの商工費、商工業振興費の中の負担金、

補助及び交付金の小規模事業者再建支援事業費補助金なんです

が、これに関しては、震災でもって被害を受けた小規模事業者、

雇用が５名以下のところなんですけれども、ここに対して３分の

１の補助をしましょうと、最高額が３００万円ということで予算

計上しました。当初は１２社というふうなことで想定いたしまし

て、３，６００万円ほど計上しましたけれども、実際あけてみま

したところ、９社ほどが申請をいたしまして、その総額が、見込

みでありますけれども、まだ決定はしておりませんけれども、１，

８９０万円ほどになるというふうなことで、その分の減額という

ふうなことになります。その減額の主な理由なんですけれども、

もう既にその助成金をもらっても事業を展開できないと、ですか

ら廃業するというふうなところが主な理由だというふうに聞いて

おります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、３２ページの町道舗装補修工事費の６，５００万円

ですけれども、今回の国の補正に伴うものでございます。場所は、

路線名は本町２号線、場所は青銀からユニバースを経過しまして

県道までの間、約４２０メートルを直そうとするものでございま

す。事業は繰り越しによって行うということになります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 防災安全推進室長。 
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答弁 総務課 

防災安全推進室長 

（中野重男君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 私のほうは２件とお聞きしました。生活・経済活動復興支援助

成金の内容等でございますが、この助成金につきましては、住家

あるいは住宅用地、非住家、自動車、それから農機具、漁船等な

どの生活支援、経済支援のために助成金を交付しているもので、

被害の度合いによって交付、支援している形になります。現在、

約３，０００万円ほど支援させていただいているところでござい

ます。 

 それから、東日本大震災復興推進基金積立金４，３００万円の

件でございますが、これにつきましては、先ほど説明申し上げま

したが、経済対策の関係の交付金ということで、町に交付された

ものを積み立てをして、この生活・経済活動復興支援助成金とし

て需要があれば活用するという内容でございます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 労働費のところについては、その事業執行のおくれというふう

なことでありますけれども、そういうふうなものであれば、もっ

と早目にこの減額補正がなされてもよかったのではないかなと。

次のところもそうですけれども、もっと１２月とかそういうふう

な段階でもう額が確定しているわけですから、早目にやることに

よって、この浮いた金が除雪経費とか、そういうふうなものにも

充当できたのではないかなというふうな気がします。 

 私は、この街なかショップについては、たまに顔を出していま

すけれども、土日休みが非常にちゃんとローテーションどおりな

っているのかなというふうな、イベントとかそういうふうなもの

があって、行くたびいつもメンバーがいて、休みはいつとってい

るのかなというふうな気がかりな部分が一つあるわけです。です

から、その辺はさっきの説明ですと、今人数もそれなりに対応し

ているようですが、この仕事のローテーションというのは、朝の

８時に私が車で走るときには、もう旗を立てて外のほうは開店の

準備をしています。８時前です。そうすれば、遅くまであそこは

店をやっていますから、そういうふうなので、今の人数で営業体

制が本当にスムーズにいって、休みもとれているのかどうか、こ
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このところをぜひお聞かせをいただきたいと思います。 

 建設業の関係については、事業開始がおくれたものの、１１名

の雇用がなされたというふうなことですけれども、私はいろいろ

な意味で起業者、この辺についても育成できるのではないかなと

いうふうに感じました。特に、今このブランドの関係では、町が

力を入れておりますへっちょこ汁の部分では、この起業者の育成

のための資金とかそういうふうなものを活用できないのかなと。

個々にその事業対応だけで補助金を出すというふうなやり方では

なくて、将来的にこれは商売として起業をするんだというふうな

体制づくりをして、育てていくというふうな思いがないのか。こ

このところ２点お聞かせをいただきたいと思います。 

 あとは、道路のほうは、路線も場所も了解しました。 

 あと、消防費のところですけれども、生活・経済復興支援につ

いては、私はなぜ２，１４６万１，０００円減額になったのかと

いうふうなことを聞いているわけで、住宅用地、生活支援、いろ

いろな部分で３，０００万円使ったと言っているんだけれども、

総体的に幾らの事業費でこの２，１４６万１，０００円が余った

のか、ここのところをもう１回説明をいただきたいと。 

 それから、その下のほうのところで、東日本大震災の復興です

けれども、国から経済対策として交付されたのはわかります。で

は、この経済対策として交付されたものをどう生かしていくのか、

積み立てっ放しでしておくのか、この辺は将来の活用の仕方とい

うのはどう考えているのか、ここのとこをお聞かせいただきたい

と思います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 企画課長。 

 

答弁 企画課長 

（田中富栄君） 

 街なかショップのシフトのことについてお知らせをします。 

 基本的に、週休２日制をとっておりまして、あとはシフトとい

うことで、お店が土日もやっているということでシフトをとって

います。 

 また、早出というふうなことで、お店は９時から７時までです

けれども、搬入業者もありますので、早目に８時とかに来て搬入

業者に対応するというふうなこともしておりますし、基本的に８
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時間勤務ですので、遅く来て７時、閉めると７時半とか８時近く

になるということで、その辺の早出、遅出のシフトと、あとは曜

日のシフトということで、交代で出勤をしている状況であります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（小向仁生君） 

 起業家の育成のための資金活用ということで、町ではそういう

ことは考えないのかというふうなことなんですけれども、先ほど

申しました建設業の関係については、これは国の補助が入っての

事業でもって雇用をしなさいというふうなことで入ってるもので

すから、なかなか町単独で起業家のための育成のメニューを考え

て、そこに補助金をというふうなことには、今のところちょっと

考えてはおりませんでした。ただ、インテリジェントプラザ、八

戸にございます、そちらのほう、それからあと商工会さんのほう

には、いろいろな情報が流れてきております。起業家に対する資

金援助、それから融資の制度、それらを十分にうちの方でもＰＲ

しながら、今後そのような起業家がおるようであれば、後押しし

たいなというふうに考えております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  防災安全推進室長。 

 

答弁 総務課 

防災安全推進室長 

（中野重男君） 

 それでは、２点お答えしたいと思います。 

 まず、先に生活・経済の関係の減額の理由ですけれども、あく

までも形は減額ですけれども、生活再建の助成については、まだ

年限が長くありますので、年度区切りの減額とご理解いただけれ

ばと思います。あくまでも生活支援はまだ続く、それから生活の

状況によって、これから家を直したいという方もおりますし、終

わった方もいます。という流れの中で、年度区切りの形をとらせ

ていただいたと、生活支援は今後もまだ続きますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

 それから、基金の積み立ての活用方法ですが、今回のこの部分

につきましては、これから住宅を新築する方が対象になる交付金

の内容と理解しております。よって、これから条件がきちんと合



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７１－ 

えば活用はできる形になりますので、そのときにはきちんと助成

をしたいと考えておるところです。ただ、今のところはまだ、こ

の活用については積み立てをして、対象者があらわれるまで待つ

という形でございます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 先ほど商工観光課長の言う起業家は町単独では考えていないと

いうふうな、今現在のところそういうふうな答弁ですけれども、

私は三沢市の雇用対策、今補助事業でやっていますけれども、三

沢の場合は、いろいろな形で３人以上で新しい事業を立ち上げよ

うというふうなグループに対しては、応募させてそれを審査をし

て、補助をして育成しようというふうな取り組みをしています。

実際にその中で企業化して商品化をして成功している何組かの事

例も紹介されています。やはり、私は若い方々の感性、そういう

ふうな持っているものを生かすには、既存の企業ではなくて、や

っぱりそういうふうなチャンスを与えてやって、行政が育ててい

くというふうな視点もなければだめではないかと。できかかった

り完成に近いところにいって手を入れて、自分たちが応援したと

いうふうな感覚ではなくて、もっと下から支えてやって行政が支

援したというふうなことになるのではないですか。その辺をぜひ

もっと視点を変えながら、また他の自治体の事例も参考にしてい

ただければと私は思います。 

 この消防のところですけれども、私は生活支援についてはまだ

期間があるから、一応年度、年度の精算でずっと続けていきます

よというふうなことで了解しました。この部分で、大震災の復興

交付金の積立金、２，０００円とここにありますけれども、私は

昨年の災害関係で職員の超過勤務の支給について質問した際に、

全額支給しますよというふうなことで、災害対策費、超過勤務が

昨年は決算見ましたら、時間外この消防費のところでは災害対策

費として４００万円ほど支払いされています。そういう中で、こ

の職員、全国からの支援金、義援金が来たわけですけれども、こ

の４００万円支払った中で、職員がこの義援金、支援金に対して

どういうふうな対応をしたのか、超過勤務１００％支払ったんだ
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けれども、その中で自分たちも、では支援金、義援金、幾らかで

も浄財を出して復興に役立ちたいというふうな職員の思いという

のが、どのぐらいの額になったのかわかりますか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 その浄財が決裁として上がってきた段階で、ほとんど役場の個

人ですけれども、かなりの人員はありました。ただ、それをトー

タルはしませんでしたので、それはちょっと不明です。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 私は、行政側もちゃんとそれなりに１００％理解して支給した

と思うんです。働いたと、町長も、予算的にもそういうふうに配

慮した、でも関係のない人方がいっぱい町に対しての思いを込め

て寄附なりそういうふうなものをしているわけで、私はやっぱり

職員の部分の把握もちゃんとしておくべきだし、あとで課長から

でも結構ですから、総額このぐらいになっているというふうなも

のだけでもお知らせをしていただければと思います。やはり、そ

の中でやっぱり町長の思いがどういうふうに職員におりていって

伝わっているか、私は確認したいと思いますのでよろしくお願い

します。終わります。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 大変ありがたいご指摘くださいまして、ありがとうございます。

実は、職員の中でも自主的に内部で情報交換して、その時間外手

当を全額寄附した方々も数名おると聞いております。そしてまた、

余り乗り気でなかった方々もおるとも聞いておりまして、全員で

はないと思いますけれども、大方の職員は幾らかであれ寄附した

いという思いで協力してくださったなと思っておりますので、詳

しい金額とかはどうしても必要であれば、後で出しますのでよろ
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しくお願いします。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 ４番、 山 忠議員。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ３２ページの８款の土木費の２項、除雪対策費の１５工事請負

費のところで、防雪柵の組立収納工事費が５９１万円マイナスと

いうふうなことになっていますけれども、これはこの柵が何カ所

ぐらいあって、トータルの金額が幾らでこういうふうにマイナス

になっているのか、やらないところもあったのかなというふうに

思いますけれども、これ１点と、あともう１点、３４ページの９

款の消防費のほう、消防施設費なんですが、この中のやっぱり１

５の工事請負費の中の防火水槽設置工事費、マイナス８５万２，

０００円というふうなことになっていますが、これは総予算が幾

らで、何トンの水槽をつくったものか、それをちょっと教えてい

ただきたい。この２点です。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 ３２ページの防雪柵組立収納工事費５９１万６，０００円とい

うことですけれども、これは通称ジャスコ道路の件でございます

けれども、現在ついているのは９０４メートルついています。こ

の額は、実は２４年度で県工事でもって防雪柵をつけていただく

ということで、その分の防雪柵の組み立て費を計上してあったも

のです。ただ、昨年の春先の道路が相当壊れまして、防雪柵では

なく舗装補修に切りかえたために、そのつくろうとしていた防雪

柵分の組み立て収納分がこの分減額になるということでございま

す。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  防災安全推進室長。 

 

答弁 総務課 

防災安全推進室長 

（中野重男君） 

 防火水槽の件でお答え申し上げます。 

 全体事業費は９００万円ぐらいと記憶しておりますが、設置工

事につきましては１カ所でございまして、実績で約８００万円と
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いうことで記憶しております。数量は４０トン級でございます。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ３２ページの防雪対策費のこれはわかりました。変更になった

ということで。 

 この次の消防費のほうの関係なんですが、何か話を聞くと、今

水槽のほうは余りつくらないようにしていて、消火栓のほうを重

点的にやっているんだというふうな話を聞いたんですけれども、

この設置した場所は教えられないんですか。どこに設置したかと

いうのは。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 防災安全推進室長。 

 

答弁 総務課 

防災安全推進室長 

（中野重男君） 

 説明が足りませんでした。百石幼稚園の近くのところに設置を

いたしました。 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 それは、恐らく消火栓やそれらがないところというふうなこと

での設置だと思うんですけれども、どうなんですか、これから水

槽をいろいろな場所の条件等のそれらがそろえばつくっていく、

それも可能性がありと考えてよろしいんでしょうか。 

 

 佐々木議長  防災安全推進室長。 

 

答弁 総務課 

防災安全推進室長 

（中野重男君） 

 お答えをいたします。 

 防火水槽と消火栓、私どもは消火栓だけに頼るということでは

なく、防火水槽にだけ頼るということではなく、地域の状況を勘

案しながら、水道管の大きさが条件にもありますので、それらの

地域の特徴を見ながら、防火水槽対策できる部分、それから消火

栓が適切な部分を、消防署のほうと相談しながら計画をしている

ところです。 

 以上です。 
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 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、第５款から第９款までの質疑を終わります。 

 次に、第１０款、教育費から第１２款、公債費までについての

質疑を受けます。 

 ３５ページから４１ページ。 

 １番、髙坂議員。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

 まず、最初に議長に確認をしたいんですが、先ほどの平野議員

の質問、答弁につきましては、たしか４回だったと思いますが、

これから４回でしょうか。（議員の声あり） 

 では、質問をいたします。 

 ４０ページです。１０款教育費の５項１目１９節負担金、補助

金及び交付金のところで、北奥羽総合体育大会出場補助金、この

内容と、次にスポーツ少年団等大会出場補助金７１万７，０００

円あります。このスポ少に対する補助金は、当初予算が幾らだっ

たのか、それで今回７１万７，０００円の補助補正なんですが、

その内訳をお知らせください。スポーツ少年団等とありますから、

その辺も含めてお知らせください。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 スポーツ振興課長。 

 

答弁 スポーツ振興課長 

（北向 勝君） 

 髙坂議員の質問にお答えします。 

 まず、最初に北奥羽総合体育大会出場補助金については、今年

度出場予定だったチームが出場できなくなったために、県の代表

になれなくて、その分の減額ということになりました。 

 続いて、スポーツ少年団等大会出場補助金７１万７，０００円

の増額の根拠ですけれども、１２月の時点で全国大会等に出場す

るスポーツ少年団、木ノ下ファイターズ初めスケートスポーツ少

年団、百石小学校ミニバススポーツ少年団、百石サッカースポー

ツ少年団、ソフトテニススポーツ少年団、合わせておよそ１３２

万１，０００円ほどの事前協議の結果の補助予定の総額でありま

した。これに対して、当初予算が２００万円でしたけれども、そ
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の残額に対して必要と思われる所要額で７１万７，０００円を計

上したところです。 

 それと、もう１点、おいらせ町スポーツ少年団等大会出場補助

金交付要項で、この運営をしておりますけれども、等に該当する

団体ということで理解しましたけれども、実はスポーツだけでは

なくて、文化部門も含めてこの要項で運用しております。具体的

には、吹奏楽の大会等で県大会に出場した木ノ下吹奏楽部がござ

いますけれども、この件に関して、この要項で運用をして補助金

を出しております。 

 以上です。 

 佐々木議長  １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

 よくわかった部分とわからない部分がありましたので、もう一

度質問しますが、当初予算はスポ少に対しては２００万円だった

ということですね。それで、今回の７１万７，０００円の補正な

んですが、スケート、サッカー、ソフトテニスとかいろいろある

みたいです。その中で、７１万７，０００円の中で一番多額な補

助額が幾らなのか、それがどのチームなのかお知らせください。

そして、先ほどの北奥羽の件につきましては、何の部というか何

のスポーツが行く予定だったのか、その辺を具体的にお知らせく

ださい。 

 

 佐々木議長  スポーツ振興課長。 

 

答弁 スポーツ振興課長 

（北向 勝君） 

 ただいまの件で、百石サッカースポーツ少年団が５９万９，１

２０円という事前協議の結果で査定しております。 

 それから、北奥羽総合体育大会に出場予定でできなかったチー

ムというのは、グラウンドゴルフ協会であります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  １番。 

 

質疑 １番 

（髙坂隆雄君） 

 ３回目ですので。 

 ７１万７，０００円のうち、一番多いのが百石サッカーに５９

万９，０００円ほどだということで理解をいたしました。たしか
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１号議案で私はスポ少の件を持ち出したんですが、やはり一生懸

命練習をして、地区大会優勝なり県大会優勝、または東北大会、

全国大会とこう進まれるということは、本当に親御さん初め一生

懸命なさった結果だなと思います。当然、県外なんかに出る場合

は費用が発生しますので、そのスポ少の木ノ下の野球部でも一生

懸命と寄附金集めながらやっているそうですが、当然というか町

からもこういうふうな形で、幾らかはわかりませんが援助してい

ただけるということは非常にありがたいことだと思います。それ

と別に、いずれスポ少のあり方についてはご議論をしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ３９ページ、一般質問で質問した手前もありますので、教育費

の中の８目、阿光坊古墳群についてですが、ここ委託料、工事請

負費、公有財産購入費と全てマイナスになっていますけれども、

これはどういう理由でこういうふうになっているんですか。早く

完成をしてほしいと願っているのに、理由を教えていただきたい。 

 

 佐々木議長  生涯学習課長。 

 

答弁 生涯学習課長 

（柏崎尚生君） 

 山議員にお答えします。 

 全てマイナスということで、これはその年度の工事の発注と、

または用地の購入も含めてですが、予定されていた部分の入札の

残の部分でマイナスなのがあります。それから、土地購入費です

けれども、当初駐車場予定地として広い面積の購入を予定してお

りました。交渉した結果、その用地の購入には至らなかったと、

道路を広げる部分のみということになりまして、その部分減額を

した補正になっております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番  用地購入が思うような購入ができなかったということなんです
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（ 山 忠君） が、それはこれからもなかなか購入ができないということなんで

すか。たまたま期間的なそれらがなくて購入できなかったという

ことなんでしょうか。 

 

 佐々木議長  生涯学習課長。 

 

答弁 生涯学習課長 

（柏崎尚生君） 

 用地の購入について、これからということですけれども、今現

在といいますか、この予算に盛られている部分の用地につきまし

ては、地権者がその土地をそのままずっと使いたいという思いが

ありまして、町の要望にはなかなか応じられないということでし

た。ですので、そこの土地についての駐車場用地ということは諦

めました。別なところを今模索している状況であります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 大体全体の完成予想ができていると思うんですけれども、それ

らに影響ないんですか。別な用地を見つけて、それに相当する完

成規模のそれになると考えてよろしいですか。 

 

 佐々木議長  生涯学習課長。 

 

答弁 生涯学習課長 

（柏崎尚生君） 

 全体の計画に影響があるかないかということです。全体の計画

というのは、古墳群の公園として、史跡公園としての計画の部分

ではない、そこへ通じる部分の通路の部分の広げる用買を今回し

まして、あわせて駐車場ということで、断念しましたが、その駐

車場の部分に関しては来年度以降、２５年度以降に何とか交渉し

て、違う場所を、いきたいと考えております。あと、それ以外の

トータルの計画の部分に関しても、順次進めていきたいと思って

おります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、第１０款から第１２款までの質疑を終わります。 
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 以上で、歳出全款についての質疑を終わります。 

 ここで時間延長をいたします。 

 次に、第２表、繰越明許費補正及び第３表、債務負担行為補正

並びに第４表、地方債補正についての質疑を受けます。 

 議案書の１０６ページから１０８ページ。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、第２表から第４表までの質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１８号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  次に、日程第２２、議案第１９号、平成２４年度おいらせ町国

民健康保険特別会計補正予算（第３号）についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第１９号についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ４，０４０万９，

０００円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ２９億１，９

５７万１，０００円とするものです。 

 歳出の主な内容につきましては、保険給付費の精査により、一

般被保険者の療養給付費及び高額療養費を追加するほか、額の確

定により共同事業拠出金を減額するものであります。 

 歳入の主な内容につきましては、国庫負担金の療養給付費当負

担金と県補助金の普通調整交付金を追加するものであります。 

 以上で説明を終わります。 
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 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を受けます。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入全款についての質疑を

行います。 

 ３ページから６ページまで。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

 次に、歳出全款についての質疑を行います。 

 ７ページから１１ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１９号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  次に、日程第２３、議案第２０号、平成２４年度おいらせ町奨

学資金貸付事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（堤 克人君） 

 それでは、議案第２０号についてご説明を申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ４３万７，０００

円を増額し、予算の総額を１，６１５万２，０００円とするもの
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でございます。 

 その内容をご説明申し上げますと、歳入では寄附金がありまし

たことから、寄附金を４３万７，０００円増額。また、奨学資金

貸付金収入が一括償還などもありまして、当初見込みよりも多く

なりましたことから、１８０万６，０００円を増額いたしており

ます。これによりまして、基金繰入金を同額減額するものでござ

います。 

 歳出におきましては、寄附金を基金に積み立てるため、４３万

７，０００円を増額するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

ての質疑を行います。 

 １７ページから１８ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２０号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長 

 

 次に、日程第２４、議案第２１号、平成２４年度おいらせ町公

共下水道事業特別会計補正予算（第４号）についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８２－ 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第２１号についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額から歳入歳出それぞれ３８５万２，０

００円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億５６２万

８，０００円とするものであります。 

 その内容は、歳出では、事務事業等の精査により水洗便所改造

等奨励金などの所要額を減額するほか、事業費の確定に伴い馬淵

川流域下水道事業費負担金を減額し、歳入では、受益者分担金及

び負担金などを追加するほか、公共下水道事業債及び一般会計か

らの繰入金を減額するものであります。 

 また、第２表、地方債補正につきましては、事業費の確定見込

みにより借入限度額を補正するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

ての質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入、歳出全款についての質疑を終わります。 

 次に、第２表、地方債補正についての質疑を受けます。 

 １１８ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、第２表についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２１号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  次に、日程第２５、議案第２２号、平成２４年度おいらせ町農

業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（中村惠一君） 

 それでは、議案第２２号についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額から歳入歳出それぞれ７４万円を減額

し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，２１０万７，０００

円とするものであります。 

 その内容は、歳出では、事務事業等の精査により、古間木山地

区処理施設維持管理業務委託料等の所要額を減額し、歳入では、

一般会計からの繰入金を減額するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

て質疑を受けます。 

 ２９ページから３０ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入、歳出全款についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２２号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  次に、日程第２６、議案第２３号、平成２４年度おいらせ町介

護保険特別会計補正予算（第４号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

当局の説明 介護福祉課長 

（澤上 訓君） 

 それでは、ご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ３８９万６，００

０円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億２，４６０

万６，０００円とするものであります。 

 その主な内容でありますが、歳出においては、保険給付費の増

額と、地域支援事業費については事務事業の精査により減額する

ものでございます。 

 一方、歳入においては、保険料、繰入金を増額し、保険給付費

の増額分については、法で定められた割合で交付金等を増額する

ものであります。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

ての質疑を行います。 

 ３３ページから４３ページまでです。 

 質疑ございませんか。 

 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第２３号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 佐々木議長  次に、日程第２７、議案第２４号、平成２４年度おいらせ町霊

園事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第２４号についてご説明申し上げます。 

 本案は、歳入につきまして、霊園使用料を追加し、一般会計か

ら繰り入れを減額し、調整するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

ての質疑を行います。 

 ４９ページから５０ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２４号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 佐々木議長  日程第２８、議案第２５号、平成２４年度おいらせ町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第２５号についてご説明申し上げます。 

 本案は、既決予算の総額に歳入歳出それぞれ３４万４，０００

円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４，１３６万９，

０００円とするものです。 

 歳出の主な内容につきましては、保険基盤安定負担金の確定に

より、後期高齢者医療広域連合納付金を追加するものであります。 

 歳入の主な内容につきましては、一般会計繰入金の保険基盤安

定繰入金を追加するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入、歳出とも全款につい

て質疑を行います。 

 ５３ページから５４ページ。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、歳入、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２５号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 佐々木議長  次に、日程第２９、議案第２６号、平成２４年度おいらせ町病

院事業会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、議案第２６号についてご説明申し上げます。 

 本案は、当初予算の第３条に定めました収益的収入及び支出の

既決予定額から２，８８０万７，０００円を減額し、予算の総額

を９億１７万５，０００円とするほか、第４条に定めました資本

的収入の既決予定額から９６０万円を減額し、収入予算の総額を

１億１，４９６万７，０００円とし、資本的支出の既決予定額か

ら１，５９２万４，０００円を減額し、支出予算の総額を１億３，

４９１万４，０００円とするものであり、資本的収入の不足額１，

９９４万７，０００円につきましては、当年度分損益勘定留保資

金を充当するものであります。 

 その内容について申し上げますと、第３条では、事業収入並び

に事業費用ともに収入見込額と支出見込額によります計数整理が

主なるものであり、第４条につきましても、事業費の決算見込み

による計数整理であります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 本案については、議案書と補正予算実施計画により一括で質疑

を行います。 

 議案書の１３１ページから１３２ページ、実施計画の５５ペー

ジから６２ページです。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 それでは、議案書の１３１ページで質問いたします。 

 今事務長の説明ですと、第３条に定められた収益的事業収益の

ところがトータル補正後が９億１７万５，０００円、それから事

業費用の支出の事業費用のところが同じく９億１７万５，０００
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円となっております。これでいきますと、収支ゼロになるわけで

すけれども、計算見込みとすれば、今年度はインフルエンザの蔓

延、そういうふうなものを見込んでみましても、私は収益的には

良好な結果が出るのではないかと予測していますけれども、もう

３月末ですから、事務長の見通しはいかがでしょうか。院長でな

いからというふうなことではなくて、計数整理をしているわけで

すから、この９億円以上に事業収益のほうが上がると、９億１７

万５，０００円以上に上がるというふうな見通しはないものでし

ょうか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。 

 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

 確かに、今インフルエンザも発生しておりまして、当院のほう

でも、警報が解除になったんですけれども、ここ何日間か患者さ

んが見えております。ただし、まず見込んでおりました入院患者

なんですけれども、当初予算では大体病床利用率７２％を見込ん

でおりましたが、１０月以降１２月までの入院患者数が、例年に

比較いたしますとずっと減ってきておりまして、その分がという

よりも、その後１月から３月にかけて、例年去年並みにふえると

７０％台はいけるのではないかと、こういうふうな予想を立てて

おりました。しかし、ここにきまして、１月、２月も例年より下

回るというふうなことと、３月もう１０日以上過ぎておりますけ

れども、この時点でも入院患者数がまだ伸びていないというのが

実態であります。それに加えまして、今ＣＴの入れかえの工事が

ちょうど１５日から始まりまして、休み等を挟んででございます

けれども、大体５日くらいはＣＴが使えないという状況にもなり

ます。これらのことをいろいろ勘案していきますと、当初１２月

に見ていた時点よりは患者数が落ち込んでいるということで、見

込みといたしましては、黒字は見込んでおりますけれども、それ

も大きい金額、１，０００万円、何千万円という金額にはならな

いのではないかというように予想しております。 

 以上で終わります。 
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 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 非常に厳しい状況にあるというふうなことで、事務長の報告で

ありますが、私は病院の外来収益のほうでは２９０万円、約３０

０万円ぐらい収益増を見込んでいますけれども、やはり医療スタ

ッフがそれなりの経営意識を持たなければ、病院は大変だ、立ち

行かなくなるのではないかというふうに前々から言っているわけ

で、今十和田病院なんかは、法全適とかいうふうな形で、行政分

野とのひとつ距離を置いた形での経営努力をしようというふうな

方向づけになっています。そういうふうな中で、当町の病院のド

クターについては、非常に帰りの時間が早いというふうな、役場

の職員よりも早いのではないか、５時になればもう帰る医者がい

るというふうな声があるわけで、やっぱりこれらについては、開

設者が町長ですから、定期的に院内の会議、そういうふうなもの

にも顔を出して、やっぱりドクターといえども企業意識を持って

もらうというふうなものの働きかけをすべきではないかと、赤字

になってからでは手おくれですから、やはりドクターそれから看

護師の管理職の部分については、常に経営を意識した対応をして

もらうように、町長からも最低四半期ごとでもいいからチェック

をしていただくというふうなことで、私はお願いをしたいと思い

ます。 

 医者については、確保がなかなか容易でないのはわかりますけ

れども、だからといって野放しで、医者のそういうふうなサラリ

ーマン的な部分でいいというふうなことでは私はないと思います

ので、いろいろな形で、診療手当そういうふうなものも他の病院

と比べて安いわけではなくて、それ相応の手当を出しているわけ

ですから、そういうふうな意味では、ぜひ心してこの病院経営に

当たってほしいというふうなことで、要望して終わります。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 １５番。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 ただいまの病院事業会計のところの説明書のほうでございま

す。よろしいですか。５６ページ、その他の医業外収益の１節、

医療事故保険金１００万円、これについて中身を説明いただきた
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いと思います。 

 

 佐々木議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

 この医療事故保険金でございますけれども、これは裁判が始ま

った時点で、弁護士のほうに依頼をしたわけなんですけれども、

このときの着手金額が１２６万円という着手金を保険により支払

っておりますが、これ以外に弁護士の活動費用ということで、例

えばこちらのほうに、裁判所のほうに来る際の日当、それから交

通費、それから調査費、そのほか事務経費、これらのものを見込

んでおります。それで、今回は４月から弁論準備等を重ねてきて

おりまして、今年度の３月１８日で一応８回ほど見込んでおりま

す。それらのかかる利用旅費等、日当、これらでございますが、

そのお金の調査費、この今回の裁判に係る死亡した病名ですね、

全結腸型壊死性虚血性大腸炎という病名でございますけれども、

これらに関するまずは専門的な知識を持つ方から調査をしていた

だこうという弁護士の提案もありまして、その分も見込んでの１

００万円だったんですけれども、まだその調査につきましては、

今のところ見合わせております。以上が主な経費の内訳となって

おります。 

 以上で終わります。 

 

 佐々木議長  いいですか。ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２６号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程終了の 

告知 

散会宣告 

佐々木議長  これで、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 あす１３日は議員各位に配付しています会期及び審議予定表の

とおり、議案熟考のため休会といたします。 

 明後日１４日は午前１０時から予算特別委員会を開き、付託さ

れた議案の審査をお願いいたします。 

 本日は、これで散会いたします。 

 

 事務局長 

（袴田光雄君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 お疲れさまでした。 

 

  （散会時刻 午後 ４時０６分） 
 


